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ご使用の前に

■絵表示について

本製品を安全に正しくお使いいただくために、

以下の内容をよく理解してから本文をお読みく

ださい。

■絵表示の意味

 

 

この記号は気をつける必要があることを表してい

ます。

注意

人が死亡または重傷を負う恐れのある内容を示し

ています。

警告

けがをしたり財産に損害を受ける恐れのある内容

を示しています。

■ご購入製品を使用される際の注意事項

ここでは、ご購入製品を使用されるときにご注意

いただきたい事柄について説明しています。

●製品の取り付けおよび取り外しに関する注意事項

製品の取り付けおよび取り外しを行う場合

必ずパソコン本体および周辺機器の電源を

切り、さらに電源ケーブルをコンセントか

ら抜いた状態で行ってください。

パソコン本体および周辺機器の電源を入れた

まま製品を取り付けたり取り外したりした場

合、製品やパソコン本体、周辺機器および周

辺機器に接続されている機器の一部が破壊さ

れる恐れがあります。また、パソコン本体お

よび周辺機器の電源ケーブルをコンセントか

ら抜かずにパソコン本体や周辺機器の筐体(電

源ユニットなど)、機器の金属部分に触れた場

合には感電する恐れがあります。

●静電気に関する注意事項

製品に静電気が流れると製品上の部品が破

壊される恐れがあります。各コネクタや部

品面には直接手を触れないでください。

静電気は衣服や人体からも発生します。製

品に触れる前に、一旦接地された金属製の

ものに触れてください(体内の静電気を放電

することになります)。

注意

●消費電流に関する注意事項

複数の拡張ボードをパソコンに取り付ける

ときは、ご購入製品を含めたすべての製品

の消費電流の合計がパソコンの最大供給電

流を超えていないことを必ず確認してくだ

さい。全ボードの消費電流の合計がパソコ

ンの最大供給電流を超えたりするなどの動

作条件を満たさない環境で使用し続ける

と、システムが正常に動作しない場合やシ

ステムに負荷がかかり、パソコンが故障す

る原因となる恐れがあります。

消費電流のわからない製品については、そ

の製品の取扱説明書をご覧いただくか、

メーカーに直接お問い合わせいただいてお

確かめください。

●他社製品と併用されるときの注意事項

他社製品と併用されるとご購入製品が正

常に動作しないことがあり、そのために

システムが本来の目的を達成することが

できないこともあります。あらかじめ、

製品単体の環境で購入製品が正常に動作

することをご確認ください。また、他社

製品との併用によって購入製品が正常に

動作しないのであれば、その他社製品と

購入製品との併用はお止めください。

● 製品のご利用についての注意事項

医療機器や人命に関わるシステムでは、絶

対にご利用にならないでください。製品の

性質上、これらのシステムへの導入は適し

ません。

警告

● 健康上のご注意

ごくまれに、コンピュータのモニタに表示

される強い光の刺激や点滅によって、一時

的にてんかん・意識の喪失などが引き起こ

される場合があります。こうした経験をこ

れまでにされたことがない方でも、それが

起こる体質をもっていることも考えられま

す。こうした経験をお持ちの方や、経験を

お持ちの方の血縁にあたられる方は、本製

品を使用される前に必ず医師と相談してく

ださい。

この記号はしてはいけないことを表しています。

この記号はしなければならないことを表してい

ます。



ご注意

(1) 本製品の一部または全部を無断で複製するこ

とを禁止します。

(2) 本製品の内容や仕様は将来予告無しに変更す

ることがあります。

(3) 本製品は内容について万全を期して作成いた

しましたが、万一ご不審な点や誤り、記載漏

れなどお気付きの事がございましたら、当社

までご連絡ください。

(4) 運用した結果については、(3)項にかかわらず

責任を負いかねますので、ご了承ください。

(5) ご使用上の過失の有無を問わず、本製品の運

用において発生した逸失利益を含む特別、付

随的、または派生的損害に対するいかなる請

求があったとしても、当社はその責任を負わ

ないものとします。

(6) 本製品付属のソフトウェア、ハードウェア、

マニュアル、その他添付物を含めたすべての

関連製品に関して、解析、リバースエンジニ

アリング、デコンパイル、ディスアッセンブ

リを禁じます。

(7) カノープス、CANOPUS/カノープスおよびその

ロゴは、カノープス株式会社の登録商標です。

(8) M i c r o so f t、Windowsは米国マイクロソフト・

コーポレーションの登録商標です。また、そ

の他の商品名やそれに類するものは各社の商

標または登録商標です。

(9) iEPGおよびiEPGロゴは、ソニー株式会社の商標

です。

表記について

■ 本書はMTV3000Wアプリケーションの操作方

法について説明しています。

　 MTV3000Wのセットアップ手順とソフトウェ

アのインストール方法は、別冊のインストー

ルマニュアルをご参照ください。

■ 本書に記載されていない情報が記載される場

合がありますので、ディスクに添付のテキス

トファイル・オンラインマニュアルも必ずお

読みください。

■ 本書での説明と実際の運用方法とで相違点が

ある場合には、実際の運用方法を優先するも

のとします。

■ 本書はパソコンの基本的な操作を行うことが

できる方を対象に書れています。特に記載の

無い操作については、一般的なパソコンの操

作と同じように行ってください。

■ 本書ではMicrosoft® Windows® 2000 operating

system、Microsoft® Windows®XPをWindows

2000、Windows XPと表記します。

■ 説明の便宜上、実際の製品とイラスト及び画面

写真が異なる場合があります。画面写真は開発

中のものです。

ご使用方法や、この内容について不明な点、疑問

点などがございましたら、カノープス株式会社テ

クニカルサポートまでお問い合せください。

カノープス株式会社

〒651-2241

神戸市西区室谷1-2-2

テクニカルサポート

TEL.078-992-6830(10：00～12：00、13：00～17：00)

※土、日、祝日および当社指定休日を除く

●その他の注意事項

製品は指定された位置に指示通り取り付け

てください。指示通りに取り付けられてい

ない場合、製品の金属部分とパソコンの金

属部分が接触してショートするなどの要因

で、製品やパソコン本体・周辺機器が破壊

される恐れがあります。

製品を取り扱うときは手など皮膚を傷つけ

ないよう十分にご注意ください。ハード

ウェアの仕様上、製品のパネル、コネク

タ、エッジ、裏面は金属のピンが、突出し

ていることがあります。製品を取り付けた

り取り外したりするときは、製品全体を軽

く包み込むようにお持ちください。

動作中の製品は熱により非常に熱くなりま

す。長時間使用した製品に手を触れる際に

は、十分にご注意ください。
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MTV3000Wの特徴

この章では、MTV3000Wの特徴とMTV3000Wの操作

ツールについて説明します。
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MTV3000Wは主に次のような機能を持っています。

1-1  MTV3000Wでできること

MTV3000Wでできること 参照ページ

テレビを見る 22ページ

同時に2つの番組を見る(2チャンネル同時視聴) 23ページ

ビデオを見る 25ページ

テレビやビデオ映像を録画する 26ページ

録画しながら、テレビ番組を見る(裏番組録画) 28ページ

録画した映像を見る 31ページ

用事で中断した番組を見たい部分から再生する 34ページ

テレビ放送やビデオ映像を録画しながら、録画した内容を再生する 39ページ

テレビ放送やビデオ映像の気に入った映像を静止画として保存する 51ページ

テレビ放送を予約録画する 41ページ

DVDを再生する 83ページ

※ご使用のパソコンの環境などによっては本製品が使用できない可能性があります。

■MTV3000Wの2画面表示機能
MTV3000Wでは、VHF(1-12)、UHF(13-62)、CATV(C13-C35)に対応したTVチューナーを2つ搭載し

ています。このため、２画面表示が可能となり、１つの画面でTV番組を録画しながら、もう１

つの画面で他のTV番組を見ることができます。 また、S/コンポジットのビデオ入力端子も1

系統備えているので、ビデオの録画をしながら、画面を切り替えてTV番組を見ることもでき

ます。
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MTV3000Wでできること
MTV3000W

の
特
徴

２画面表示モードでは、左側に表示される大きな画面をメインスクリーン、右側に表示される小

さな画面をサブスクリーンと呼びます。

■メインスクリーン

Aチューナーまたは外部入力端子(Sビデオ、ビデオ)からの画像を録画、表示できます。

※録画中はBチューナーからの画像を表示できます(チャンネル交換19ページ参照)。

■サブスクリーン

Ｂチューナーからの画像を表示します。

※録画中はAチューナーからの画像を表示できます(チャンネル交換19ページ参照)。

※VideoGate1000に画像を出力させることはできません。

メインスクリーンとサブスクリーンで使用できる機能

(1)、(2)録画中はチャンネル交換で録画画面(Aチューナー、外部入力)からの画像を見ることができ

ます。

■MTV3000WのW3Dモード
MTV3000Wは、3次元YC分離と3次元ノイズリダクションの同時使用(W3D)が可能になり、更なる

高画質を実現しています。



4

「FEATHER」はMTV3000Wの操作を行うコントロールソフトです。

ここでは、FEATHERの各部分の名称と機能について説明します。

①

①POWERボタン

FEATHERを終了します。

②1-0/Cボタン

チャンネルのダイレクト入力、もしく

はプリセット入力で指定します。

ケーブルテレビのチャンネルは、頭に

『C』をつけて入力します。

③L1ボタン

MTV3000Wの設定を行うメニューを表

示します。表示画面上でマウスの右ク

リックを行っても同様のメニューが表

示されます。

④L2ボタン

静止画キャプチャを行います。

⑤L3ボタン

チューナー、Sビデオ、ビデオ使用時

は画面表示モードを変更することが

できます。

DVD再生時は各種メニューを表示し

ます。

⑥録画再生コントロールボタン

録画や再生に関するコントロールを行

います(58ページ参照)。

⑦ミュートボタン

音声のモニタレベルをゼロにします。

⑧入力切り替えボタン

チューナー、VIDEO、S-VIDEOの切り替え

を行います。

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫⑬

⑭

⑮

1-2  コントロールソフト「FEATHER」について
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コントロールソフト「FEATHER」について
MTV3000W

の
特
徴

⑨R1ボタン

Media Libraryを表示/非表示します

(63ページ参照)。

⑩R2ボタン

DVD再生を行います。(83ページ参照)

⑪R3ボタン

フルスクリーン表示に切り替えます。

画面をダブルクリックすることでも同

様の操作が行えます。

⑫左右ボタン

チャンネルをコントロールします。

ホイルスクロール機能を持ったマウス

を使用しているときは、画像の表示さ

れているウィンドウを選択(左シング

ルクリック)して画面右半分の位置で

ホイルを回転させると同様の操作を行

なうことができます。

⑬上下ボタン

音量をコントロールします。

ホイルスクロール機能を持ったマウス

を使用しているときは、画像の表示さ

れているウィンドウを選択(左シング

ルクリック)して画面左半分の位置で

ホイルを回転させると同様の操作を行

なうことができます。

⑭ステータスバー

再生時間、タイトルなどの情報が表示

されます。モードによって表示内容が

異なります。

⑮スライダ

ビデオ再生時にスライダを移動する

と、任意の位置に移動することができ

ます。

DVD再生モードの時は、ボタンの機能が変わります。

「DVD再生モードについて」83ページ参照

画面上での音量、チャンネル等の操作

画面上の以下の図で示されている部分でマウスを使用して音量やチャンネル

等を変更することができます(画面上での音量およびチャンネルの変更を行う

には、ご使用のマウスがホイルスクロール機能を備えている必要があります)。

■１画面モード
①画面表示モード変更

②音量調整

③チャンネル変更

④フルスクリーン時FEATHER表示
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①カーソルが[画面表示モード変更]マークになり、シングルクリックで1画面

表示⇔2画面表示に変更することができます(録画中は2画面表示に変更す

ることはできません)。

②カーソルが[Vol.]マークになり、ホイルを回転させることで音量を調整す

ることができます。

③カーソルが[CH]マークになり、ホイルを回転させることでチャンネルを変

更することができます。

④シングルクリックでフルスクリーン上にFEATHERを表示させます。

※画面ドラッグは画面上どの位置でも行うことができます。

※画面上でダブルクリックするとフルスクリーン表示に切り替わります。

■2画面モード

①カーソルが[画面表示モード変更]マークになり、シングルクリックで2画面

表示⇔1画面表示に変更することができます(録画中は1画面表示に変更す

ることはできません)。

②カーソルが[Vol.]マークになり、ホイルを回転させることで音量を調整す

ることができます。

③カーソルが[CH]マークになり、ホイルを回転させることでチャンネルを変

更することができます。

④シングルクリックでフルスクリーン上にFEATHERを表示させます。

⑤カーソルが[＜]マークになり、シングルクリックでサブスクリーンの表示

チャンネルをメインスクリーンにコピーします。

⑥カーソルが[＜＞]マークになり、シングルクリックでメインスクリーンと

サブスクリーンの入れ替えを行います。

※音量フォーカス(7ページ参照)は②、チャンネルフォーカス(7ページ参照)は③を

シングルクリックすることで行います。

※画面ドラッグは画面上どの位置でも行うことができます。

※画面上でダブルクリックするとフルスクリーン表示に切り替わります。

①画面表示モード変更

②音量調整

③チャンネル変更

④フルスクリーン時FEATHER表示

⑤チャンネルコピー

⑥チャンネル交換
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2画面コントロールパネルについて
MTV3000W

の
特
徴

２画面コントロールパネルではチャンネル操作や音量操作等についての設定をすること

ができます。

1-3  ２画面コントロールパネルについて

①画面表示モード変更ボタン

１画面表示モード、２画面表示モード

の切り替えを行います。

②チャンネル交換ボタン

メインスクリーンとサブスクリーンの

入れ替えを行います。

１画面表示モードでは録画時のみ使用

できます。

③チャンネルコピーボタン

サブスクリーンの表示チャンネルをメ

インスクリーンにコピーします。

チャンネルコピーは１画面表示モード

では使用できません。

④操作パネル表示/非表示ボタン

FEATHERの表示/非表示を行います。

⑤音量フォーカスボタン

音量操作の対象となる画面を選択し

ます。

⑥チャンネルフォーカスボタン

チャンネル操作の対象となる画面を選

択します。

⑦録画開始ボタン

Aチューナー画面に表示されているTV

番組または外部入力端子からの画像を

録画します。

⑧録画停止ボタン

録画を停止します。

①

チャンネルフォーカス・音量フォーカスを切り替えた際、フォーカスが行われ

た画面上にOSD(オンスクリーンディスプレイ)で表示されます。

⑤

⑥

② ③ ④

⑦ ⑧
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CRM-1での操作

オプションのリモコンユニット「CRM-1」でも「音声フォーカス」、「チャンネル

フォーカス」、「チャンネル交換」、「チャンネルコピー」を行うことができます。

●音声フォーカス→P2ボタンをクリック

●チャンネルフォーカス→P3ボタンをクリック

●チャンネル交換→P5(SHIFT＋P2)をクリック

●チャンネルコピー→P6(SHIFT＋P3)をクリック



パソコンでテレビを見よう

この章では、MTV3000Wを使用してテレビを見た

り、ビデオを録画するなど基本的な操作について

説明します。

CRM-1をお使いの方へ

オプションのリモコンユニット「CRM-1」のP1ボタ

ンをクリックすると起動メニューを表示します。

起動メニューは画面左上に表示され、割り当てら

れたアプリケーションが一覧で表示されます。選

択すると各アプリケーションが起動します。



10

2-1  まずその前に

１画面表示モードではFEATHERや２画面コントロールパネルなどを使用して以下の基本

操作が行えます。

①音量調整

②チャンネル変更

③録画

④画面表示モード変更

⑤録画時のチャンネル交換

１画面表示モードでの音量調整等の基本操作

①音量調整
FEATHERまたは画面上で音量調整を行うことができます。

●FEATHERで行う場合

　FEATHERの[上下]ボタンで行うことができます。

　

●画面上で行う場合

ホイルスクロール機能を持ったマウスでは、画面上でカーソルが[Vol.]マークに変

化する部分でホイルを回転させることにより音量を調節することができます。

画面上での操作領域については、ポイント「画面上での操作領域」15ページをご覧く

ださい。

②チャンネル変更
FEATHERまたは画面上でチャンネルを変更することができます。

●FEATHERで行う場合

　FEATHERの[左右]ボタンで行うことができます。

具体的な操作に入る前に、音量調整やチャンネル変更など基本的な操作について説明し

ます。
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●画面上で行う場合

ホイルスクロール機能を持ったマウスでは、画面上でカーソルが[CH]マークに変化

する部分でホイルを回転させることによりチャンネルを変更することができます。

画面上での操作領域については、ポイント「画面上での操作領域」15ページをご覧

ください。

　

③録画
FEATHERまたは２画面コントロールパネルによって、AチューナーからのTV放送や外

部ビデオ入力を録画することができます(録画時間の設定等を行う場合は26ページを

ご覧ください)。

●FEATHERから行う場合

　録画開始ボタンをクリックします。

　

　録画を停止する場合は録画停止ボタンをクリックします。

　

●２画面コントロールパネルから行う場合

　録画開始ボタン[REC]をクリックします。

　

　録画を停止する場合は録画停止ボタン[STOP]をクリックします。
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④画面表示モード変更
FEATHER・２画面コントロールパネル・画面上で、画面表示を１画面表示⇔２画面表示

に切り替えることができます。

●FEATHERから行う場合

　L3ボタンで１画面表示⇔２画面表示の切り替えを行います。

　

●２画面コントロールパネルから行う場合

　[画面表示モード変更]ボタンで１画面表示⇔２画面表示の切り替えを行います。

録画時は、2画面表示モードに切り替えることはできません。

●画面上で行う場合

画面上でカーソルが[画面表示変更]マークに変化する部分で左クリックすることに

より１画面表示⇔２画面表示の切り替えを行います。

画面上での操作領域については、ポイント「画面上での操作領域」15ページをご覧く

ださい。

⑤録画中のチャンネル交換
録画中には、２画面コントロールパネルまたは画面上でチャンネルを交換することが

できます。

チャンネル交換によりAチューナーまたは外部入力端子からの画像の録画を継続し

ながら、BチューナーのTV番組を見ることができます(非録画時には使用することが

できません)。
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●２画面コントロールパネルから行う場合

[チャンネル交換]ボタンを押すことで、スクリーンが録画中のAチューナーのTV番

組からBチューナーからのTV番組に切り替わります。

　

●画面上で行う場合

画面上でカーソルが[チャンネル交換]マークに変化する部分で左クリックすること

で、スクリーンが録画中のAチューナーのTV番組からBチューナーからのTV番組に

切り替わります。

画面上での操作領域については、ポイント「画面上での操作領域」15ページをご覧く

ださい。
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１画面表示モードでのチャンネル交換のしくみ

※チャンネル交換でBチューナーからのTV番組を表示している場合、録画終了

時、直前に見ていたBチューナーのチャンネルがAチューナーにコピーされ

た状態でAチューナーに切り替わります。

※W3Dでの録画および追っかけ再生を行っている間はチャンネル交換するこ

とはできません。

スクリーンにはB チューナー

(4ch)が表示され、Aチューナー

(2ch)の録画が継続されます。
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■画面上での操作領域

スクリーン上の以下で示す部分にカーソルを移動させ各操作を行います。

1画面モード

2画面モード

①画面表示モード変更

②音量調整

③チャンネル変更

④フルスクリーン時FEATHER表示

①画面表示モード変更

②音量調整

③チャンネル変更

④フルスクリーン時FEATHER表示

⑤チャンネルコピー

⑥チャンネル交換
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２画面表示モードではFEATHERや２画面コントロールパネルなどを使用して以下の基本

操作が行えます。

①音量調整

②チャンネル変更

③録画

④画面表示モード変更

⑤チャンネルコピー

⑥チャンネル交換

２画面表示モードでの音量調整等の基本操作

①音量調整
FEATHERまたは画面上で音量調整を行うことができます。

２画面表示モードでは、まず音量操作の対象となる画面を選択する必要があります(音

量フォーカス)。

音量フォーカスについては7ページをご覧ください。

●FEATHERで行う場合

　FEATHERの[上下]ボタンで行うことができます。

　

●画面上で行う場合

ホイルスクロール機能を持ったマウスでは、画面上でカーソルが[Vol.]マークに変

化する部分でホイルを回転させることにより音量を調節することができます。

画面上での操作領域については、ポイント「画面上での操作領域」21ページをご覧く

ださい。

２画面表示モードでは、選択された一方の画面のみ音声が出ます。

②チャンネル変更
FEATHERまたは画面上でチャンネルを変更することができます。

２画面表示モードではチャンネル操作の対象となる画面を選択する必要があります

(チャンネルフォーカス)。

チャンネルフォーカスについては7ページをご覧ください。
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●FEATHERで行う場合

　FEATHERの[左右]ボタンで行うことができます。

　

●画面上で行う場合

ホイルスクロール機能を持ったマウスでは、画面上でカーソルが[CH]マークに変化

する部分でホイルを回転させることによりチャンネルを変更することができます。

画面上での操作領域については、ポイント「画面上での操作領域」21ページをご覧く

ださい。

③録画
FEATHERまたは２画面コントロールパネルによって、メインスクリーン上の録画待機

画面(AチューナーからのTV放送や外部ビデオ入力)を録画することができます。

録画時間の設定等を行う場合は26ページをご覧ください。

※２画面表示モードではメインスクリーン(AチューナーからのTV放送や外部ビデオ

入力)に表示されている画像が録画の対象となります、サブスクリーン(Bチューナー

からのTV放送)に表示されている画像は録画することができません。

※録画開始後はチャンネル交換によりBチューナーからのTV放送をメインスクリーン

で見ることができます。チャンネル交換については19ページをご覧ください。

●FEATHERから行う場合

　[録画開始]ボタンをクリックします。

　

　録画を停止する場合は[録画停止]ボタンをクリックします。

　

●２画面コントロールパネルから行う場合

　録画開始ボタン[REC]をクリックします。
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■２画面表示モードは通常よりも多くのデータがPCIを流れるため、ご使用の

パソコンによっては録画等の動作に支障をきたす可能性があります。

■録画中はサブスクリーンのチャンネル変更や音量調整等の軽微な操作以外

は行われないことをお勧めします。

④画面表示モード変更
FEATHER・２画面コントロールパネル・画面上で、画面表示を１画面表示⇔２画面表示

に切り替えることができます。

●FEATHERから行う場合

  L3ボタンで１画面表示⇔２画面表示の切り替えを行います。

　

●２画面コントロールパネルから行う場合

　画面表示モード変更ボタンで１画面表示⇔２画面表示の切り替えを行います。

●画面上で行う場合

画面上でカーソルが[画面表示変更]マークに変化する部分で左クリックすることに

より１画面表示⇔２画面表示の切り替えを行います。

画面上での操作領域については、ポイント「画面上での操作領域」21ページをご覧く

ださい。

　録画を停止する場合は録画停止ボタン[STOP]をクリックします。

録画時は、1画面表示モードに切り替えることはできません。
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⑤チャンネルコピー
２画面コントロールパネルまたは画面上で、サブスクリーンの表示チャンネルをメイ

ンスクリーンにコピーすることができます。

●２画面コントロールパネルから行う場合

チャンネルコピーボタンを押すことで、サブスクリーンのチャンネルがメインスク

リーンにコピーされます。

　

●画面上で行う場合

画面上でカーソルが[チャンネルコピー]マークに変化する部分で左クリックするこ

とにより、サブスクリーンのチャンネルがメインスクリーンにコピーされます。

画面上での操作領域については、ポイント「画面上での操作領域」21ページをご覧く

ださい。

⑥チャンネル交換
２画面コントロールパネルまたは画面上で、メインスクリーンとサブスクリーンの

チャンネルを交換することができます。

●２画面コントロールパネルから行う場合

チャンネル交換ボタンを押すことで、メインスクリーンとサブスクリーンのチャン

ネルを交換します。

●画面上で行う場合

画面上でカーソルが[チャンネル交換]マークに変化する部分で左クリックすること

で、メインスクリーンとサブスクリーンのチャンネルを交換します。

画面上での操作領域については、ポイント「画面上での操作領域」21ページをご覧く

ださい。

デフォルト設定では録画中チャンネルコピーを行うことはできません。録画

中にチャンネルコピーを行う場合は、L1ボタンの「設定」→「録画」ウィンドウ

で「録画中はチャンネル切り替えを無効にする」のチェックを外してください。
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メインスクリーン－サブスクリーン間

で、チューナーは交換されずに表示

チャンネルのみが交換されます。

各チューナーで表示されているチャン

ネルがチューナーごとメインスクリー

ン、サブスクリーンに交換されます。

2画面表示モードでのチャンネル交換のしくみ

非録画時と録画時ではチャンネル交換のしくみが異なります。
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■外部ビデオ入力が選択された場合はメインスクリーンに反映され、録画時

を除きチャンネル交換を行うことはできません。外部ビデオ入力録画終了

時の待機画面は、L1ボタンの「設定」→「録画」ウィンドウで行うことができ

ます(72ページ参照)。

■ファイル再生、追っかけ再生、タイムシフト等のファイル系の操作を行った

場合、自動的に１画面表示に切り替わり、チャンネル交換を行うことはでき

ません。

■２画面表示モードではチャンネル交換を行っても、チャンネルフォーカス・

音量フォーカスは随伴しません。

■画面上での操作領域

スクリーン上の以下で示す部分にカーソルを移動させ各操作を行います。

1画面モード

2画面モード

①画面表示モード変更

②音量調整

③チャンネル変更

④フルスクリーン時FEATHER表示

①画面表示モード変更

②音量調整

③チャンネル変更

④フルスクリーン時FEATHER表示

⑤チャンネルコピー

⑥チャンネル交換
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ここではMTV3000Wの持つ基本的な機能を説明します。

ここで説明する機能をマスターすると次章で使用する機能をスムーズに使うことができ

ます。

2-2  MTV3000Wの基本的な機能

FEATHERを起動します。

チャンネル設定については、『チャンネルを設定する』54ページをご覧く

ださい。

FEATHERを起動するとテレビを見ることができます。

FEATHER の「VIDEO」ボタンで

チューナーに切り替えます。

FEATHERの左右ボタンを使用して

お好みのチャンネルに合わせてくだ

さい。オーバーレイウィンドウに選

択した受信チャンネルの映像が表示

されます。

→ FEATHERのテンキーによるダイレク

ト入力、キーボードの上下カーソル

キー移動、キーボードのテンキー(0

～9の数字キー)で直接チャンネル番

号をキー入力することでチャンネル

を変更することもできます。

テレビを見る
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MTV3000Wでは２画面表示モードを使用して、２つのTV放送を同時に見ることが

できます(2画面表示モードでは画面の位置調整はできません)。

２チャンネル同時視聴

FEATHERを起動します。

チャンネル設定については、『チャンネルを設定する』54ページをご覧く

ださい。

FEATHER の「VIDEO」ボタンで

チューナーに切り替えます。

FEATHERのL3ボタンを押し、１画

面表示モードから２画面表示モード

に切り替えます(２画面コントロー

ルパネルまたは画面上でも表示モー

ドの切り替えを行うことができま

す。12ページ参照)。

チャンネルを変更する場合は、チャ

ンネルフォーカスボタンをクリック

し、チャンネル操作の対象となる画

面を選択します。
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次に、FEATHERの左右ボタンを使

用してお好みのチャンネルに合わせ

てください(画面上でもチャンネル

を変更することができます。1 6

ページ参照)。

→ FEATHERのテンキーによるダイレク

ト入力、キーボードの上下カーソル

キー移動、キーボードのテンキー(0

～9の数字キー)で直接チャンネル番

号をキー入力することでチャンネル

を変更することもできます。

２チャンネル同時視聴では、音声は選択された一方の画面のみ出ま

す(音声フォーカス)。

音声フォーカスについては7ページをご覧ください。
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ビデオ入力端子に接続したビデオ機器の映像を見ることができます。

FEATHERを起動します。

FEATHERの「VIDEO」ボタンで

ビデオまたはSビデオに切り替え

ます。

→ オーバーレイウィンドウにビデオの

映像が表示されます。

ビデオ信号の調整に使用するウィンドウについては、「ビデオ入力設定につ

いて」66ページ、「Sビデオ入力設定について」67ページをご覧ください。

オーバーレイウィンドウの調整に使用するウィンドウについては、「PC画

面出力について」69ページをご覧ください。

外部ビデオ機器の映像を見る

ビデオ映像をより見やすくする機能として、ビデオ信号を調整した

り、オーバーレイウィンドウに表示される画像を調整したりする機

能があります。
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テレビ放送やビデオ入力端子に接続したビデオ機器の映像を録画することができます。

録画したいテレビまたはビデオ映像をオーバーレイウィンドウに表示します。

テレビ映像を表示する場合は、『テレビを見る』22ページをご覧ください。

ビデオ映像を表示する場合は、『外部ビデオ機器の映像を見る』25ページ

をご覧ください。

L1ボタンをクリックし、「設定」

を選択します。

→ 設定ウィンドウが表示されます。

テレビや外部ビデオ機器の映像を録画する

ノイズなど映像の状態によっては録画できないものがあります。

L1ボタンの「モード選択」でソフトウェアを選択した場合には設定が異なり

ます。
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録画開始をクリックします。

→ 録画を開始します。設定した時間が

経過すると、録画を自動的に終了し

ます。録画を中止したい場合は停止

ボタンをクリックしてください。

MPEGパラメータを設定します。

MPEGパラメータの設定については、「HW-MPEG設定について」74ページ

をご覧ください。

左メニューから[録画]を選択しま

す。[録画時間の制限]をチェック

し、録画時間を設定します。設定

後、[OK]をクリックします。

※ 録画時間に制限を設定しない場合

は、チェックを付けないでくださ

い(チェックを外すと[録画時間]

はグレーアウトし、設定できなく

なります)。

録音レベルを100%以外に設定した場合、すべての音声に対して調整

処理を行うため、キャプチャに失敗する場合があります。

通常は100%の設定でお使いください。

MPEGのパラメータ設定には、専門的な知識を必要とする設定も複数

あります。最初は、初期設定のままで録画を試み、問題が出た場合

に、その部分を変更していくようにしてください。

設定内容は記憶されますので、同じパラメータで録画する場合に

は、次回から設定する必要はありません。

ドライブの残り容量がなくなるまで録画を続けることができます。
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MTV3000WではAチューナーからのテレビ番組や外部ビデオ入力端子からの映像を録画し

ながら、Bチューナーからのテレビ番組を見ることができます。

裏番組録画

まず録画したい映像を表示させます。

■１画面表示モードの場合

　録画したいテレビまたはビデオ映像をスクリーンに表示します。

テレビ映像を表示する場合は、『テレビを見る』22ページをご覧ください。

ビデオ映像を表示する場合は、『外部ビデオ機器の映像を見る』25ページ

をご覧ください。

■２画面表示モードの場合

　録画したいテレビまたはビデオ映像をメインスクリーンに表示します。

２画面表示モードでの操作は、『２画面表示モードでの音量等の基本操作』

16ページをご覧ください。

ビデオ映像を選択した場合にメインスクリーンに表示されます。

ビデオ映像を表示する場合は、『外部ビデオ機器の映像を見る』25ページ

をご覧ください。

L1ボタンをクリックし、「設定」

を選択します。

→ 設定ウィンドウが表示されます。
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録画開始をクリックします。

→ 録画を開始します。設定した時間が

経過すると、録画を自動的に終了し

ます。録画を中止したい場合は停止

ボタンをクリックしてください。

MPEGパラメータを設定します。

MPEGパラメータの設定については、「HW-MPEG設定について」74ページ

をご覧ください。

左メニューから[録画]を選択しま

す。[録画時間の制限]をチェック

し、録画時間を設定します。設定

後、[OK]をクリックします。

※ 録画時間に制限を設定しない場合

は、チェックを付けないでくださ

い(チェックを外すと[録画時間]

はグレーアウトし、設定できなく

なります)。

録音レベルを100%以外に設定した場合、すべての音声に対して調整

処理を行うため、キャプチャに失敗する場合があります。

通常は100%の設定でお使いください。

MPEGのパラメータ設定には、専門的な知識を必要とする設定も複数

あります。最初は、初期設定のままで録画を試み、問題が出た場合

に、その部分を変更していくようにしてください。

設定内容は記憶されますので、同じパラメータで録画する場合に

は、次回から設定する必要はありません。

ドライブの残り容量がなくなるまで録画を続けることができます。
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Bチューナーからの番組を表示させ

ます。

■１画面表示モードの場合

２画面コントロールパネルのチャ

ンネル交換ボタンを押します。

→ Bチューナーからの番組が表示され

ます。

■２画面表示モードの場合

サブスクリーンにBチューナーか

らの番組が表示されています。

Bチューナーからの番組をメインス

クリーンで視聴したい場合には、

２画面コントロールパネルのチャ

ンネル交換ボタンを押します。

→ Bチューナーからの番組がメインス

クリーンに表示されます。

２画面表示モードでのチャンネル変更や音量調整については16

ページをご覧ください。

チャンネル交換ボタン

チャンネル交換ボタン
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予約録画したファイルなどの再生の手順について説明します。

[スタート]メニューから[プログラム]→[Canopus FEATHER]と進んで

『FEATHER』を選択します。

R1ボタンをクリックします。

→ Media L ibrary ウィンドウが開き

ます。

Media Libraryから再生するファイル

を選択し、再生ボタンをクリックし

ます。

→ 再生が開始されます。

※ 再生したいファイル上でダブルク

リックすることでも再生が開始され

ます。

※ ビデオ再生中にスライダを移動する

と任意の位置に移動することができ

ます。

録画ビデオを見る
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R1ボタンを押します。

→ [Media Library]ウィンドウが開き

ます。

ファイルを選択し、ダブルクリックしてください。

→ ファイルの再生を開始します。

R1ボタンをクリックします。

→ [Media Library]ウィンドウを閉じます。

再生を終了するときは[停止]ボタンをクリックします。

→ ファイルの再生を停止します。

■Media Libraryについて
Media Libraryの『全てのカテゴリ』にはFEATHERを使用して録画されたファイルが保存され

ています。録画されたファイルを『スポーツ』、『ドラマ』等のカテゴリ別にドラッグして分類す

ることができます。『全てのカテゴリ』上で右クリック→[新規カテゴリ]を選択すると、新たな

カテゴリを作成することができます。また、録画ファイルのコメント欄をクリックすると、コ

メントを追加することもできます。



あなたの「見たい！」に応えます

この章では、テレビ視聴またはビデオ録画を行い

ながらできるMTV3000Wのファイル系の操作など

について説明します。
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ここでは前章で説明した機能をふまえて、MTV3000Wのファイル系の機能について説明し

ます。

3-1  MTV3000Wのファイル系機能

TVを視聴していて、ちょっと席を離れる場合などは、戻ってきたときに続きの部分から見

ることができる、タイムシフト機能を使用すると便利です。ここでは、このタイムシフト

機能について説明します。

タイムシフト機能を使用する

タイムシフトのしくみ

この機能には、タイムシフト中のみ映像の再生を行うことができる標準モー

ドとタイムシフト終了後もMPEGファイルとして、映像を保存できる録画モー

ドがあります。

 標準モード

一定時間分のバッファで映像を記録していき、バッファ容量が限度にきたと

ころで古い映像から消去を行い、新しい映像の記録を続けます。

バッファ容量内で記録されている映像は、その範囲内で自由に再生・巻戻し・

早送り等することができます。

※標準モードでは、タイムシフトを終了すると記録した全ての映像が消去されます。

①で映像Bから映像Dまでのバッファ容量でタイムシフトを開始した

場合、バッファ容量が映像Dの終りに達したところで映像Bが消去され、

②その分のバッファで映像Eの記録を行います。
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MTV3000Wのファイル系機能
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 録画モード

タイムシフトされた映像がMPEGファイルとしてハードディスクに保存され

ます。タイムシフト終了後も映像を保存しておきたい場合に使用します。

通常の録画モードではスクリーン上に現在の映像が表示されますが、

タイムシフトの録画モードでは、スクリーン上に表示される映像は

ハードディスクに既に記録された映像の再生となります。

ここで説明している手順で、タイムシフト機能がうまく使用できない場合、録

画データの設定を変更する必要があります。

『■HW-MPEG設定について』74ページの内容を参考にして、録画データの設定

を変更してください(ソフトウェアモードでは、当社製ソフトウェアMPEG以

外動作しません)。

FEATHERを起動し、L1ボタンから「設定」を選択します。

「設定」ウィンドウからタイムシフ

トを選択します。
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タイムシフト機能を使用したいテレビチャンネルをオーバーレイウィンドウ

に表示します。

テレビ映像を表示する場合は、『テレビを見る』22ページをご覧ください。

ビデオ映像を表示する場合は、『外部ビデオ機器の映像を見る』25ページ

をご覧ください。

ポーズボタンをクリックします。

→表示中の映像が停止し、タイムシフ

トを開始します。

標準モードでは、一定時間分のバッファを用意し、その時間以上経

過した映像は、順次消去されながら、現在の映像が新たに記録され

てゆきます。記録を続けながら、設定した時間内の過去の映像を見

ることができます。バッファの時間も設定します。

録画モードでは、タイムシフトを始めた時点から、ハードディスク

への録画が始まります。通常の録画と異なり、画面に表示される映

像は、現在の映像ではなく、録画された映像の再生映像です。また、

録画開始時には記録するファイル名を指定せず、あらかじめ設定さ

れたバッファ用のファイルに記録されます。

タイムシフトモードを「標準モー

ド」または「録画モード」から選択

します。標準モードを選択した場合

は、バッファ時間も設定します。

※デフォルトではディスクの空き容量

から自動計算されます。
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停止ボタンをクリックします。

→タイムシフトを終了し、通常の状態

に戻ります。

ポーズボタンをクリックします。

→タイムシフト機能を使用した映像の

表示を再開します。タイムシフト中

は、何度でもポーズ、再生を繰り返

すことができます。

標準モードの場合には、ポーズしていた時間がバッファ時間を超え

ていなければ、ポーズさせた時点の続きから再生されます。バッ

ファ時間を超えていた場合は、現在よりバッファ時間分だけ過去の

場面から始まります。

録画モードの場合には、ポーズさせた時点の続きから再生されます。

ドライブの残り容量がなくなるまで録画を続けることができます。

タイムシフト中に、記録された映像内で一定時間分前または先へス

キップして再生することができます(スキップ再生)。

スキップ時間の設定を行うには、「その他」82ページをご覧ください。

スキップ再生ボタン
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スライドバーを操作して、見たい場面に巻戻し/早送りすることが

できます。右に行くほど、現在位置に近づきます。
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TV放送または外部ビデオ機器を録画している時に、再生ボタンをクリックすると、録画を

続けながら、既に録画された部分を見ることができます。ここでは、この追っかけ再生機

能について説明します。

TVまたはビデオを録画している状態にします。

手順の詳細については、『テレビや外部ビデオ機器の映像を録画する』26

ページをご覧ください。

手順2で一時停止ボタンを押した場

合、再生ボタンをクリックします。

→追っかけ機能を使用した映像の表示

を開始します。

※追っかけ機能使用中は、何度でもポー

ズ、再生を繰り返すことができます。

※タイムシフトと同じく、スライド

バーで追っかけ再生の時間を変更す

ることができます。

一時停止ボタンをクリックすると、

画面が静止します。

※再生ボタンをクリックすると、はじ

めから再生を行います。

追っかけ再生機能を使用する

ソフトウェアモードでは機能しません。

追っかけ再生ってなに？

これまでの録画では、録画中にその内容を見ることはできませんでした。追っ

かけ再生では、ムダな待ち時間を省き、録画中に見たいと思う場面を見たいと

思ったその時にお楽しみいただけます。
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停止ボタンをクリックします。

→追っかけ再生を終了し、通常の状態

に戻ります。

※停止ボタンを二度クリックすると録

画を停止します。

追っかけ再生は、タイムシフトと同様に、通常の録画や再生よりも

さらに高いCPUやディスクの速度を必要とします。

追っかけ再生中に、記録された映像内で一定時間分前または先へス

キップして再生することができます(スキップ再生)。

スキップ時間の設定を行うには、「その他」82ページをご覧ください。

スキップ再生ボタン

スライドバーを操作して、見たい場面に巻戻し/早送りすることが

できます。右に行くほど、現在位置に近づきます。
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ここではFEATHERのTV番組予約録画機能について説明します。

■予約録画する-その1-
FEATHERのスケジュール機能を利用したTV番組予約録画について説明します。スケジュール

機能を利用した予約録画を行う場合は、予約録画が開始される時間に、お使いのパソコンのタ

スクスケジューラが復帰できる状態である必要があります。また、タスクスケジューラの復帰

には予約設定時にWindowsにログインしたアカウント(パスワード)が必要です。

L1ボタンから「録画予約」→「予約追加」を選択します。

→ [予約日時]ウィンドウが表示されます。

スケジュール、開始日、開始時刻、

録画時間を設定し、[次へ]をクリッ

クします。

→ [録画設定]ウィンドウが表示され

ます。

テレビ番組予約録画機能

予約録画を行う場合は、前もってパソコンの内蔵時計を正しい日付、時刻に設

定しておいてください。

日付、時刻の設定は、[スタート]メニューから[設定]→[コントロールパネル]

を選択し、[コントロールパネル]画面の「日付と時刻」をダブルクリックする

と表示される、[日付と時刻のプロパティ]ウィンドウで行ってください。調整

後は、一度タスクスケジューラを停止し、再開することをお勧めします。

予約録画で設定できるのは、プログラムストリーム、システムストリームです

(APPENDIX134ページ参照)。また、予約時は、パソコンのタスクスケジューラ

の機能を利用しています。
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番組名、ビデオソース、チャンネ

ル、音声多重、録画開始前の待機時

間、録画マージンについて設定し、

[次へ]をクリックします。

→ [録画形式]ウィンドウが表示され

ます。

動作、録画形式、ファイル名につい

て設定し、[次へ]をクリックします。

※ W3Dについては3ページをご覧くだ

さい。

※「録画形式」の詳細設定をクリックす

ると以下のことが出来ます。

・連番

同名ファイルが存在する場合、ファ

イル名に連番をつけます。

・日時

必ず日時をファイル名につけます。

※「登録カテゴリ」ではMediaLibraryに

登録するカテゴリを選択できます。
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[完了]をクリックします。

→設定内容に従って、予約録画が行わ

れます(「予約一覧」ウィンドウに

登録されます)。

※ Windowsのパスワードを変更した場合

は、「パスワード設定」で設定の変更を

行ってください。設定の変更が行われ

ていない場合は、録画に失敗します。

※録画後の電源状態を設定する場合は

プルダウンメニューから選択してく

ださい。

アカウントに関する設定ウィンドウ

が表示されます。この予約設定を行

う時にWindowsにログインしたアカ

ウントと同じアカウントを必ず設定

してください。この設定を間違った

場合は、タスクスケジューラがアプ

リケーションの実行に失敗するため

予約録画を実行できません。
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■予約録画する-その2-
iEPG番組表を利用したTV番組予約録画について説明します。この機能を利用するためには、イ

ンターネットに接続できる環境と、FEATHER設定の番組情報をあらかじめ設定しておく必要が

あります。予約録画を行う場合は、予約録画が開始される時間に、お使いのパソコンのタスク

スケジューラが復帰できる状態である必要があります。また、タスクスケジューラの復帰には

予約設定時にWindowsにログインしたアカウント(パスワード)が必要です。

ここでは、番組情報「テレビ王国」を例に手順を説明します。

L1ボタンから「録画予約」→「インターネット番組表」を選択します。

→インターネットへ接続し、番組表が表示されます。地域などをお使いの環境に合

わせて選択してください。

予約を行いたい番組名の下にある

[予約]をクリックします。

番組内容を確認し、[次へ]をクリッ

クします。

→番組終了時間を延長したい場合は、

[延長]のプルダウンメニューから時

間を選択してください。

はじめて予約録画の設定を行う時は、50ページ記載の「iEPGで予約を追加で

きるように拡張子を関連付ける」にチェックを入れます。
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番組名、ビデオソース、チャンネ

ル、音声多重、待機時間、録画マー

ジンについて設定し、[次へ]をク

リックします。

→ [ 出力 ] ウィンドウが表示され

ます。

録画形式、ファイル名について設定

し、[次へ]をクリックします。

アカウントに関する設定ウィンドウ

が表示されます。この予約設定を行

う時にWindowsにログインしたアカ

ウントと同じアカウントを必ず設定

してください。この設定を間違った

場合は、タスクスケジューラがアプ

リケーションの実行に失敗するため

予約録画を実行できません。
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[完了]をクリックします。

→設定内容に従って、予約録画が行わ

れます。

※ Windowsのパスワードを変更した場合

は、「パスワード設定」で設定の変更を

行ってください。設定の変更が行われ

ていない場合は、録画に失敗します。

※録画後の電源状態を設定する場合は

プルダウンメニューから選択してく

ださい。
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MTV3000Wのファイル系機能
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たとえば、同じ日の10:00～11:00、11:00～12:00といった2つの番

組を予約した場合、警告メッセージが表示されます。これは、[待機時

間]で設定された時間を予約と予約の間にとれないためです。

また、この場合11:00～の予約分の頭が少し切れた状態になります。

これは11:00までの予約分が11:00にMTV3000Wの録画終了処理を行

い、その後11:00～の予約分がMTV3000Wの初期化後に録画を開始す

るためです。

これを防止するためには、iEPG予約後に予約開始・終了時間などの

調整を行っていただく必要があります。

●録画の終了と開始時間が同じ場合の動作

●通常の動作

11:00
123
123
123
123
123
123

～11:00の予約番組

123
123
123
123
123
123
123
123
123

11:00～の予約番組

MTV3000W録画終了作業

MTV3000W初期化作業

▼

▼
録画開始

録画開始
123
123
123
123
123
123
123
123
123

123
123
123
123
123
123
123
123

11:00～の予約番組

MTV3000W初期化作業

録画マージン

▼
123
123
123
123
123
123
123
123
123

▲

▲

待機時間
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「予約一覧」ウィンドウ

L1ボタンから「録画予約」→「予約一覧」を選択すると、「予約一覧」ウィンドウが表示されます。

ここではTV番組の録画、視聴予約の設定内容を確認、変更することができます。

① ② ③

④ ⑤

①追加ボタン

新しい、録画・視聴予約データを追加し

ます。クリックすると、設定用ウィンド

ウが順に(設定内容によって表示され

るウィンドウの種類、数は異なります)

表示されますので、設定を行います。全

ての設定が終了したら、[完了]をク

リックします(42ページ参照)。

②削除ボタン

不要となった録画・視聴予約データを

削除します。削除したい録画・視聴予約

データを左クリックで選択し、[削除]

をクリックすると、データが削除され

ます。

③編集ボタン

作成した予約データの詳細内容を確

認・変更することができます。確認・変

更したい録画・視聴予約データを左ク

リックで選択し、[編集]をクリックす

ると、データ内容が表示されます。デー

タ内容は、複数のタブに分けて表示さ

れます。
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MTV3000Wのファイル系機能
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④設定ボタン

[予約録画]タブ

録画時の起動および終了時のオプション設定を行うことができます。

・初期化マージン

タスク起動時からMTV3000W初期化まで

のマージンを設定します。お使いの環

境で、MTV3000Wの初期化に失敗する場

合、設定を試していただくことをお勧

めします。

・リトライ回数

録画が失敗した場合のリトライ回数を

0～10回まで選択できます。

・オーバーレイ表示マージン

オーバーレイ表示開始までのマージン

を設定します。お使いの環境で、オー

バーレイの表示に失敗する場合、設定を

試していただくことをお勧めします。

・電源状態変更

予約録画後の電源状態変更までの待機

時間を10～60秒まで選択できます。
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[番組情報]タブ

iEPGを使った番組予約機能に関する設定を行うタブです。iEPG機能を使用するには、イン

ターネットに接続できる環境が必要です。設定項目は以下のとおりです。

・インターネット番組情報のURL

iEPG番組予約に使用する番組表がある

URLを入力します。プルダウンリストに

は、デフォルトの設定が登録されてい

ますので、リストから選択することも

できます。[ブラウザで表示]をクリッ

クすると、指定したURLを表示します。

・iEPGで予約を追加できるように拡張子を関連付ける

チェックすると、スケジュールに関連付

けが行われ、iEPG機能が使用できるよう

になります。iEPG機能を使用する場合

は、チェックを必ず付けてください。

⑤インターネット番組表ボタン

[設定]ボタンの番組情報タブで入力し

たホームページを表示します。

デフォルトの設定に含まれていない番組表を入力した場合、番組表から提供

される定義ファイルの拡張子を入力するウィンドウが表示されます。
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MTV3000Wのファイル系機能
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お気に入りの場面を静止画キャプチャし、ファイルに保存する手順について説明します

(2画面表示モードでは、メインスクリーンに表示された映像がキャプチャの対象となり

ます)。

「設定」ウィンドウ内の「保存先」

を選択します。

静止画の保存先、保存ファイル名を

指定し、[OK]をクリックします。

L1ボタンから「設定」を選択します。

→「設定」ウィンドウが表示されます。

静止画キャプチャしたいテレビまたはビデオ映像をオーバーレイウィンドウ

に表示します。

テレビ映像を表示する場合は、『テレビを見る』22ページをご覧ください。

ビデオ映像を表示する場合は、『外部ビデオ機器の映像を見る』25ページ

をご覧ください。

静止画キャプチャする

静止画キャプチャ時、オーバーレイサイズによっては、縦サイズが実際の半分

になる場合があります。
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お気に入りの場面にきたらL2ボタ

ンをクリックします。

→キャプチャされた静止画が指定した

保存先に保存します。

L1ボタンのメニューからも静止画キャプチャすることができます。



もっとこだわりたい

この章では、MTV3000Wの用途に合わせた設定につ

いて説明します。
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ここではFEATHERおよびMTV3000Wの設定について説明します。

4-1  各種設定項目について

FEATHERの初回起動時に地域別のプリセットを利用するか、オートスキャン機能を利用

して放送があるチャンネルや放送局名などを設定します。

[スタート]メニューから[プログラム]→[Canopus FEATHER]と進んで

『FEATHER』を選択します。

→ FEATHERが起動します。

メニューから「設定」を選択します。

→設定ウィンドウが表示されます。

チャンネルを設定する

FEATHERのL1ボタンをクリックし

ます。

→メニューが表示されます。
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各種設定項目について
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[チャンネル登録]をクリックします。

[地域設定による登録]をクリックし

ます。

プルダウンリストから本製品を使用

している地域名を選択します。
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受信したいチャンネル番号の欄に、放送局名が正しく記入されていることと、左

端に登録マーク(　)が付いていることを確認してください。もし、その欄に放送

局名や登録マーク(　)がない場合は、その欄をクリックしてみてください。放送

が受信できていれば、オーバーレイウィンドウにそのチャンネルの映像が表示さ

れます。正常に受信できていることが確認できた場合は、登録と書かれたチェッ

クボックスをクリックして登録マーク(　)を表示させ、放送局名欄をクリックし

て放送局名を入力してください。

プルダウンリストから都道府県名を

選択します。

プルダウンリストから受信エリアを

選択します。

→地域設定が終了し、「受信エリアの

選択」ウィンドウが閉じます。

もし、お住まいのエリア名が見つか

らない場合や、[受信エリア番組リ

スト]の内容が、実際に放送されて

いるものと一部異なる場合は、でき

るだけ近い内容のエリアを選択して

ください。リストの内容は、後から

修正できます。

放送局名を確認、および設定してく

ださい。

※ 受信チャンネル番号は、放送局から

の電波の周波数に直接対応したチャ

ンネル番号のことで、新聞や雑誌の

TV番組表に載っている番号です。1～

12(VHF)と、13～62(UHF)があります。
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プリセットを確認および設定してく

ださい。

→チャンネルプロパティ一覧のボタン

に、それぞれ任意の受信チャンネル

を割り当てることで選局が簡単に行

えます。

「数字ボタンの動作」の「ボタンに

登録されたチャンネル」を選択しま

す。[OK]ボタンを押すと設定を完了

し、ウィンドウが閉じます。

「自動受信による登録」をクリックすると、全てのチャンネルを順に

スキャンし、放送電波があるチャンネルを自動的に見つけることも

できます。受信できたチャンネルの欄には、登録マーク(　)が付き

ます。

「ボタン登録されたチャンネル」とは、あらかじめ任意の放送局に割

り当てた1から0を選局することをいいます。

「チャンネル数字入力」とは、放送局が使用しているチャンネルを選

局することをいいます。

ケーブルテレビは、ケーブルテレビ局がチャンネルを割り当ててい

ます。
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録画再生ボタンは、録画や再生に関するコントロールを行います。通常のビデオデッキと

ほぼ同じように動作します。

① ② ③ ④

⑤ ⑥ ⑦ ⑧

①スキップ(逆)再生ボタン

30秒間戻ります。(スキップ時間を変更

できます。82ページ参照)

②スキップ再生ボタン

30秒間進みます。(スキップ時間を変更

できます。82ページ参照)

③録画ボタン

録画します。

④一時停止ボタン

一時停止します。

⑤巻戻しボタン

巻戻し再生をします。

⑥早送りボタン

早送り再生をします。

⑦停止ボタン

録画・再生を停止します。

⑧再生ボタン

再生を開始します。

録画再生コントロールボタンについて
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L1ボタンをクリックすることでMTV3000Wの設定を変更することができます(スクリー

ン上で右クリックすることでも同様のメニューが表示されます)。また、表示されたメ

ニューは[C]ボタンで閉じることができます。

※ここではチューナー入力時を例に説明しています。

①
②

③
④
⑤

⑥

⑧
⑨

⑩

⑪

⑬

⑭

①チャンネル

チャンネルを切り替えます。

②ボリューム

ボリュームを設定します。　でデフォ

ルト値に戻ります。

⑦

⑫
▼

L1ボタンによるMTV3000Wの設定変更

⑮

パネルデザインがWoodStickまたはFineStickの場合、メニューに「ミュート」

が表示されます。
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③入力切替

VIDEO、S-VIDEO 、チューナー、DVD再生、

ファイル再生から選択します。

④音声設定

主音声、副音声、または主+副音声を設

定します。あるいはステレオ/モノラ

ルの設定を行います。

2画面表示モードでは、録画を行って

いる画面、テレビ視聴を行っている画

面それぞれについて設定できます。

⑤ビデオプロセッシング

コンポジット信号のYC分離とノイズ

フィルターの動作を選択します。

2画面表示モードでは、録画を行って

いる画面、テレビ視聴を行っている画

面をそれぞれについて設定できます。

⑥画面モード

１画面表示、２画面表示から選択し

ます。

⑦モード選択

ハードウェアエンコードを行う場合は

HW-MPEGを選択します。ソフトウェアエ

ンコードを行う場合はソフトウェアを

選択します。MTV3000Wのデフォルトで

はHW-MPEGが選択できます。

⑧PC画面設定

PC画面の表示状態を調整します。明る

さ、コントラスト、色の濃さの各スライ

ダを上下に移動させて、適当な表示状

態になるように調整します。　でデ

フォルト値に戻ります(2画面表示モー

ドではメインスクリーンのみ設定でき

ます)。

⑨画面サイズ

表示する画面サイズを選択します。

▼



61

各種設定項目について

も
っ
と
こ
だ
わ
り
た
い

⑩録画予約

録画予約の一覧表示、追加、インター

ネット番組表の表示を行います。

⑪常に手前に表示

FEATHER を常に手前に表示します。

⑫操作パネルを隠す

操作パネルの表示/非表示を選択し

ます。

⑬静止画キャプチャ

静止画をキャプチャします。

⑭設定

設定ウィンドウを表示します。

⑮終了

FEATHERを終了します。

■ビデオプロセッシングについて

MTVシリーズでは高画質実現のために３次元YC分離とノイズ・リダクション

を採用しています。

さらに、MTV3000Wでは、この２つの機能を同時に使用するW3Dモードを追加し

ました。

ただし、１画面表示モードと２画面表示モードでは設定できる項目が異なり

ますので次表を参考に設定してください。

■1画面モード(Aチューナーからの信号)

※1. W3Dモードでは、ノイズ・リダクションを「強」または「弱」に設定することができ

ます(66ページ参照)。

※ いずれも選択しない場合には「なし」を選びます。

■2画面モード(メインスクリーン、サブスクリーンそれぞれについて設定することができます)

※2画面モードではW3Dモードを使用することはできません(録画時にW3Dモードを

使用する設定を行っている場合、強制的にW3Dモードを使用した1画面表示となり

ます)。

※いずれも選択しない場合には「なし」を選択します。

選　択

3次元YC分離単独

ノイズ・リダクション単独
(「弱」または「強」選択可)

W3D　※1

選　択

3次元YC分離

ノイズ・リダクション
(「弱」または「強」選択可)

選択不可

ノイズ・リダクション単独／W3D

3次元YC分離単独／W3D

3次元YC分離単独／ノイズ・リダクション単独

選択不可

ノイズ・リダクション

3次元YC分離
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FEATHER上で右クリックすることでメニューからFEATHERの動作に関する設定の変更を

することができます。

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

①モニター

オーバーレイの表示/非表示を選択し

ます。

②メディアライブラリ

録画ファイルが保存されているメディ

アライブラリを表示します(63ページ

参照)。

③録画残り時間

録画残り時間を表示/設定します(録画

中以外は選択できません)。

④パネルデザイン

操作パネルのデザインを選択します。

⑤設定

FEATHERウィンドウを表示します(64

ページ参照)。

⑥リピート再生

再生中の録画ファイルをリピート再生

します。

⑦操作パネルを隠す

操作パネルの表示/非表示を選択し

ます。

⑧終了

FEATHERを終了します。

FEATHERの設定変更

⑧
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R1ボタンを押すとMedia Libraryウィンドウが開きます。

Media Libraryの『全てのカテゴリ』にはFEATHERを使用して録画されたファイルが保

存されています。録画されたファイルを『スポーツ』、『ドラマ』等のカテゴリ別にドラッグ

して分類することができます。『全てのカテゴリ』上で右クリック→[新規カテゴリ]を選

択すると、新たなカテゴリを作成することができます。また、録画ファイルのコメント欄

をクリックすると、コメントを追加することもできます。

ファイルの前に「！」アイコンがついている場合は、キャプチャしたファイル

とのリンクが外れています。また、キャプチャしたファイル名を変更すると、

キャプチャしたファイルとのリンクが外れてしまい、Media Libraryでは再

生することができません。その時は、一度右クリックでリンクの外れている

ファイルを削除し、新たに[メニュー]バーの[ファイルの追加]でリンクの外

れたファイルを開いてください。

R1ボタンについて



64

L1ボタンを押し、「設定」を選択するとMTV3000Wに関するさまざまな設定を行うことがで

きるFEATHERウィンドウが表示されます。

各オプションの設定後、[OK]をクリックすると設定が有効になります。また、[デフォル

ト]をクリックすると初期設定に、[元に戻す]をクリックすると直前に設定していた内容

に戻ります。

①
②

③
④

⑥
⑦

⑧
⑨
⑩
⑪
⑫

①TV チャンネル登録

地域別のプリセットを利用するか、も

しくはオートスキャンを利用して放送

があるチャンネルや放送局名などを設

定するウィンドウです。また1から0の

ボタンにチャンネルを登録することが

できます(54ページ参照)。

②画質設定

１画面表示モード時のW3Dについての

設定を行います。

③タイムシフト

タイムシフトモード時の設定を行い

ます。

L1ボタンの「モード選択」の設定によって、選択できる項目が異なります。

MTV3000Wの設定について

⑬

⑤
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④録画

『録画時間の制限』(最長23:59:59ま

で)、『録画中にはチャンネル切り替え

を無効にする』、『タイムシフト中には

チャンネル切り替えを無効にする』、

『録音レベル』などの設定で構成されて

います。

⑤保存先

『録画』、『静止画キャプチャ』でファイ

ルの保存先を設定します。

⑥HW-MPEG設定

『ビデオ形式』、『ストリーム』、『画質』の

選択などの設定によって構成されてい

ます。

⑦ビデオ/ オーディオ

[HW-MPEG設定]内の[画質]設定を[マ

ニュアル設定]に変更することにより、

このウィンドウでビデオおよびオー

ディオに関する詳細な設定が可能にな

ります。

⑧SW エンコード設定

使用に関してのご注意に同意いただい

た場合には、設定が行えるようになり

ます。ただし、ここで設定された内容で

の動作に関してはサポート対象外とな

ります。

⑨ファイル拡張子

[MPEG1]の『システム』、『ビデオ』または

『オーディオ』の拡張子、[MPEG2]の『プ

ログラム』、『ビデオ』または『オーディ

オ』の出力時の拡張子を必要に応じて

変更することができます。

⑩DVD再生

DVD再生の設定を行います。

⑪パネルデザイン

TV視聴時、ファイル再生、DVD再生の際

のパネルデザインを変更することがで

きます。

⑫ファイル関連付け

FEATHERと関連付けるファイルの拡張

子を選択します。

⑬その他

『スキップボタン設定』、『ファイル再

生』、『トラブルシューティング』の設定

を行います。
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■ビデオ入力設定について
コンポジット入力時のカラーを調整します。

①

②

①入力カラー調整

録画する映像を調整します。各スライ

ダを左右に移動させて、適当な表示状

態になるように調整します。表示画面

の明るさは69ページのオーバーレイ表

示調整にて行ってください。

②ビデオプロセッシング

コンポジット信号のYC分離とノイズ

フィルターの動作を選択します。

この設定は録画結果に反映されますのでデフォルトでのご使用をお勧めしま

す。PC画面の設定には「PC画面出力について」69ページ記載の、PC画面出力設

定をご使用ください。

■画質設定について
W3Dについての設定を行います。

1画面モードでW3D(3DYC・3DNR同時使用)を使用する場合、チェックします。

W3Dにチェックすると、ノイズ・リダクションの「強」または「弱」を設定することができます。
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各種設定項目について

も
っ
と
こ
だ
わ
り
た
い

■Sビデオ入力設定について
S-VIDEOの入力時のカラーを調整します。

①

②

①入力カラー調整

録画する映像を調整します。色合い、色

の濃さの各スライダを左右に移動させ

て、適当な表示状態になるように調整

します。表示画面の明るさは69ページ

のオーバーレイ表示調整にて行ってく

ださい。

②ビデオプロセッシング

ノイズフィルターの動作を選択します。

この設定は録画結果に反映されますのでデフォルトでのご使用をお勧めしま

す。PC画面の設定には「PC画面出力について」69ページ記載の、PC画面出力設

定をご使用ください。

Q：入力はSビデオとコンポジットどちらを使えばいいですか？

A:ご使用のビデオデッキに高性能なY/C分離機能が搭載されている場合には

Sビデオによる入力が効果的です。
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■チューナー入力設定について
チューナー入力時のカラーを調整します。

①

②

③

①入力カラー調整

録画する映像を調整します。各スライ

ダを左右に移動させて、適当な表示状

態になるように調整します。表示画面

の明るさは69ページのオーバーレイ表

示調整にて行ってください。

②ビデオプロセッシング

コンポジット信号のYC分離とノイズ

フィルターの動作を選択します。

③ゴースト低減機能

チューナー使用時に画面にゴーストが

目立つ場合にチェックします。この機

能はチャンネル選択後1秒～1分で有

効となります。

④受信周波数の微調整

TV放送の受信状態が悪い場合は、受信

周波数を微調整することで状態が改善

される場合があります。スライドバー

で受信状態を調整してください。調整

後[OK]をクリックすると、設定が変更

されます。この調整はチャンネルごと

にできます。

■10Tapデジタルゴーストリデューサー

ＴＶ信号に含まれるゴースト検出信号の遅延と減衰を検出し10個の回路に設

定をすることで、ゴーストを軽減し、見やすい画面を提供します。

※ゴースト除去用の信号が正常に受信できないような地域では効果が無い

場合があります。

※10個以上のゴーストに関しては原理的に軽減できません。

※最初にゴースト軽減機能が働くまで１～２秒、収束までには１分程度か

かります。

この設定は録画結果に反映されますのでデフォルトでのご使用をお勧めしま

す。PC画面の設定には「PC画面出力について」69ページ記載の、PC画面出力設

定をご使用ください。
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各種設定項目について

も
っ
と
こ
だ
わ
り
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い

■PC画面出力について
視聴時のPC画面出力を設定します。オーバーレイ画面の『明るさ』、『コントラスト』、『色の濃

さ』を調整します。(モード選択がソフトウェアの場合は機能しません。グラフィックカードの

オーバーレイ画面調整の機能をご使用ください。)

①

②

③

①オーバーレイ表示調整

オーバーレイの表示状態を調整しま

す。明るさ、コントラスト、色の濃さの

各スライダを左右に移動させて、適当

な表示状態になるように調整します。

この調整はファイルから再生される映

像には影響を与えません。

②TV視聴時、定期的にオーバーレイの更新を行う

TV出力機能を持ったグラフィックボー

ドをお使いの場合で、オーバーレイが

更新されない現象が生じた時にこの設

定をお試しください。ただし、更新を非

同期で行うため、カクカクした動きに

なる場合があります。

③TV視聴時、オーバーレイサイズを固定する

オーバーレイのサイズを固定し、720ｘ

480(Full Size)か720ｘ240(プログ

レッシブ表示)かを選択します。

録画結果には反映されません。
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①

②

③

①チャンネル番号を表示する

「切り替え時にのみ表示する」または

「常に表示する」を選択します。

②放送局名を表示する

「切り替え時にのみ表示する」または

「常に表示する」を選択します。

③表示位置

プルダウンメニューから表示位置を選

択します。

■表示位置について(PC画面)
オーバーレイ画面の表示領域を変更します(1画面モード時のみ有効です)。

無効領域はカットされ、有効領域が拡大されることになります。

■チャンネル表示について
オーバーレイ画面に表示するチャンネル番号、放送局名の設定を行います。
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各種設定項目について

も
っ
と
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■ファイル再生について
MPEGファイル再生時のオプション、ステレオ音声出力チャンネル、再生時のカラー調整など

を行います。

②

③

①再生オプション

[フリッピング]

ティアリング(非同期書き換え時の、描

画の追い越し) を防止する場合に

チェックします。

[プログレッシブ再生]

偶数・奇数フィールドを個別に1/60秒

間隔で更新し、フィールドを補間して

表示を行います。非インタレース映像

(例:MPEG1およびMPEG2のSIFサイズの

もの)では機能しません。

②ステレオ音声出力チャンネル

左＋右、左、右から選択します。

③再生時のカラー調整

明るさ、コントラスト、色あい、色の濃

さの各スライダを左右に移動させて、

適当な表示状態になるように調整し

ます(デフォルト時には「グラフィック

ボードの設定を使用する」にチェック

されています)。

■表示位置について(ファイル再生)
オーバーレイの表示領域の変更を行います(1画面モードの時のみ有効です)。

無効領域はカットされ、有効領域が拡大されることになります。

①
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■録画について
録画時間の設定を行います。

①
②
③
④

⑤

①録画時間の制限

録画時間の制限をチェックした場合、

録画を実行する時間を設定します。

②チャンネル切り替え制限(録画中)

キャプチャ中にチャンネルを切り替え

ることを制限します。

③チャンネル切り替え制限(タイムシフト中)

タイムシフト中にチャンネルを切り替

えることを制限します。

④録音レベル

録音レベルを調整します。

100％以外の設定では、すべての音声に

対してレベル調整処理を行いますので、

システムに対して負荷がかかります。

そのため、お使いの環境によっては、

キャプチャに失敗する場合があります。

⑤MTV3000Wの設定

外部入力録画終了時の待機画面に関す

る設定を行います。

■タイムシフトについて
タイムシフトの詳細内容の設定を行います。

①

②

①タイムシフトモード

タイムシフトを標準モードで行うか、

録画モードで行うかを選択します。標

準モードで行う場合、バッファ時間も

設定します。

※デフォルトではディスクの空き容量か

ら自動計算されます。

②バッファを作成する場所

タイムシフト時の、バッファデータを

記録するパス(場所)を設定します。
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■保存先について
録画ファイルまたは静止画の保存先を設定します。

①

②

①録画

録画ファイルの保存場所を設定しま

す。[参照]をクリックし、フォルダの

[参照]ウインドウから選択してくださ

い。キーボードから直接入力すること

もできます。

②静止画キャプチャ

静止画の保存場所、ファイル名を指定

します。
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■HW-MPEG設定について
HW-MPEGの詳細内容の設定を行います。

①

②

③

MPEG1

ビデオをMPEG1形式でエンコードした

い場合に選択します。

MPEG2

ビデオをMPEG2形式でエンコードした

い場合に選択します。

VideoCD

ビデオCDを作成したい場合に選択し

ます(MPEG1の中でも、特にビデオCD

の規格に準拠した形式でエンコード

します)。

DVD-MovieAlbumインポート情報

DVD-MovieAlbumインポート情報を出力

します。

①ビデオ形式

録画時のデータファイル形式の設定を行います。

オーディオ

オーディオ信号だけをエンコードし、

その結果のエレメンタリストリームを

ファイルに記録します。

ビデオ

ビデオ信号だけをエンコードし、その

結果のエレメンタリストリームをファ

イルに記録します。

オーディオ＋ビデオ

オーディオ信号とビデオ信号のそれぞ

れをエンコードし、その結果のエレメ

ンタリストリームを同時に２つの別々

のファイルに記録します。

プログラムストリーム

オーディオ信号とビデオ信号のそれぞ

れをエンコードし、その結果を多重化

して１つのファイルに記録します。

※ビデオ形式がMPEG1の場合には、システム

ストリームによる多重化が行われます。

②ストリーム
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各種設定項目について

も
っ
と
こ
だ
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③画質

録画時の画質をプルダウンメニューから選択します。

高画質

画像サイズ 720×480、ビットレート

8Mbpsで録画します。

普通

画像サイズ 720×480、ビットレート

5Mbpsで録画します。

1/2解像度

画像サイズ 352×480、ビットレート

3Mbpsで録画します。

1/4解像度

画像サイズ 352×240、ビットレート

2Mbpsで録画します。

マニュアル設定

画質の設定を手動で行います。「マニュ

アル設定」を選択した場合のみ、右側の

[詳細]が選択できるようになります。

[詳細]をクリックすると「マニュアル

設定」画面が開きます。実際の設定は、

「マニュアル設定」画面のビデオタブ、

オーディオタブで行います。これらの

設定を行うにはMPEGに関する知識が必

要です。

通常は[高画質]、[普通]、[1/2解像度]、

[1/4解像度]のいずれかを選択してく

ださい。

「ビデオ形式」でMPEG1を選択した場合、「画質」は普通またはマニュアル設定の

み選択できます。
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■ビデオについて
録画時のデータ保存内容の詳細設定を行います。(HW-MPEG設定の「画質」で「マニュアル設定」

を選択しないとこちらの設定はできません。)

①

②
③
④
⑤

⑥
⑦
⑧

①プロファイルとレベル

録画データのプロファイル、レベルを

選択します。

②ビットレート

ビデオデータのビット量を指定します。

③CBR,VBR

ビデオデータ量をほぼ一定に保つ場合

はCBRを、ビデオデータ量の変動を許容

する場合はVBRを選択します。

④GOPパターン

一般的なMPEGの機能で録画データを記

録する場合はIBBPを、全ての録画デー

タのフレームをIピクチャとして記録

する場合はI Frameを選択します。通常

は、IBBPを選択してください。

⑤GOPオプション

GOP完結で録画データを記録する場合

は、[GOP完結]にチェックしてくださ

い。Closed GOPで録画データを記録す

る場合は、[Closed GOP]にチェックし

てください。

⑥画像サイズ

録画データを記録するときの、1画面

あたりのピクセル数を設定します。ピ

クセル数が大きいほど解像度が高く

なりますが、データサイズも大きくな

ります。

⑦アスペクト比

ウィンドウのアスペクト(縦と横の比

率)を選択します。録画データのアスペ

クト比に合わせてください。

⑧スタンダード

テレビジョン方式の設定です。この項で

は、[NTSC]のみ選択できます。

「HW-MPEG設定」74ページのビデオ形式でMPEG1を選択した場合、設定可能な

項目が異なります。
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■オーディオについて
録画時の音声の詳細設定を行います。(HW-MPEG設定の「画質」で「マニュアル設定」を選択しな

いとこちらの設定はできません。)

①
②

④③

⑤
⑥
⑦

①サンプリングレート

オーディオ信号のサンプリングレート

(標本化周波数)を設定します。

②オーディオビットレート

録画データの音声の圧縮サイズを設定

します。

③形式

録画データの音声の圧縮形式を設定し

ます。

④チャネル

録画データのチャネル形式を設定し

ます。

⑤プロテクション

チェックすると、録画データにエラー

チェックコードが付加されます。

⑥オリジナル

チェックすると、この録画データがオ

リジナルデータであることが、録画

データのヘッダー部に記録されます。

⑦コピーライト

チェックすると、この録画データに著

作権があることを、録画データのヘッ

ダー部に記録します。

オーディオタブ設定の詳細内容については、「各設定項目について」の[オーディオタ

ブ]142ページをご覧ください。

ビデオタブの設定の詳細内容については135ページをご覧ください。

「HW-MPEG設定」74ページのビデオ形式でMPEG1を選択した場合、設定可能な

項目が異なります。
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■SWエンコード設定について
SWエンコード設定を行います(使用に関してのご注意に同意いただいた場合に設定が行える

ようになります)。

①

②

③

①設定登録

SWエンコードの設定をプリセットとし

て登録します。

②ビデオ設定

映像の入力元、解像度及びフレーム

レートを設定します。

③オーディオをキャプチャする

チェックするとオーディオ信号を録画

ファイルに含めます。音声の入力元、音

声フォーマットを設定できます。

④録画中にビデオウィンドウを表示させない

オーバーレイを非表示にしてCPUの

負荷を軽減させる場合にチェックし

ます。

④

ここで設定された内容での動作に関しては、サポート対象外となります。
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■ファイル拡張子について
録画時のファイル拡張子を設定します。

①

②

①MPEG1

システム、ビデオ、オーディオの拡張子

を設定します。

②MPEG2

プログラム、ビデオ、オーディオの拡張

子を設定します。

■DVD再生について
DVD再生時の設定を行います。

①

②

①DVD再生

DVDナビゲータをInterVideo DVDナビ

ゲータまたはMicrosoft DVDナビゲー

タから選択します。

②優先するDVDドライブレター

DVD再生時に優先的にDVDボリュームを

検索するドライブを指定します。

③DVD Videoの自動再生を有効にする

DVDモードへの切換、またはFEATHER本

体のイジェクト/クローズボタンを使

用した場合に自動的に再生を開始し

ます。

③
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■パネルデザインについて
TV視聴時、ファイル再生、DVD再生のFEATHERのデザインを設定します。

①テレビ視聴時

FineStick、Small、White、WoodStick、

Woodyから選択します。

②ファイル再生

FineStick、Small、White、WoodStick、

Woodyから選択します。

③DVD再生

FineStick、Small、White、WoodStick、

Woodyから選択します。

White

FineStick

Small

WoodStick

Woody
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■ファイル関連付けについて
FEATHERと関連付けるファイルの拡張子を選択し、チェックボックスにチェックを付けます。
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■その他
FEATHERのその他の内容についての設定です。

①

②

③

①スキップボタン設定

タイムシフト、追っかけ再生時のス

キップ間隔を設定します。

②ファイル再生

チェックすることにより、ファイル再

生時にリピート再生を行います。

③トラブルシューティング

必要に応じてチェックします。

④ホイールクリックで最小化とミュート

ご使用のマウスがホイール機能を持っ

ている場合は、ホイールクリックで音

量最小化とミュートが行えます。

⑤内蔵チューナーを無効にする

ソフトウェアモードの場合、「内蔵

チューナーを無効にする」が表示され

ます。当社製TBOX を使用する場合は

チェックをつけます。

④
⑤
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DVD再生モードは、市販のDVDディスクを再生するモードです。DVDをお楽しみいただくに

は、お使いのPCにDVDを読み取り可能なドライブが搭載されている必要があります。

DVD再生モードへの切り替えは、L1ボタンの「入力切替」からDVD再生を選択します。

■Cボタン
ディスクの挿入/取り出しを行います。

■R2ボタン
DVDの再生/終了を行います。

DVD再生モードについて
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①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧

①コントロール

基本的な動作を行います。

②ディスク

ディスク取り出し、自動再生の設定を

行います。

③メニュー

ルートメニューまたはタイトルメ

ニューからお好みの場面を選択しジャ

ンプします。

④チャプター

複数のチャプターに分けられている

ディスクの場合、特定の位置へジャン

プします。前チャプター、次チャプター

などから選択します(左ボタンでも同

様の操作が行えます)。

⑤オーディオ

複数の言語を選択できるディスクの場

合、オーディオメニューを選択します

(右ボタンでも同様の操作が行えます)。

⑥サブピクチャ

サブピクチャトラックが用意されてい

るディスクの場合、字幕の選択が可能

となります(右ボタンでも同様の操作

が行えます)。

■L1ボタン
DVDの基本的な操作を行うためのメニューが表示されます。また、オーバーレイ上で右クリッ

クすることでも同じメニューが表示されます。

⑨
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各種設定項目について

も
っ
と
こ
だ
わ
り
た
い

▼

⑦アングル

複数のアングルがディスクに記録され

ている場合、お好みのアングルを選択

することができます。

⑧クローズドキャプション

クローズドキャプション対応のD V D

ディスクの場合、セリフやナレーショ

ンが画面に字幕表示されます。

⑨ボリューム

ボリュームを設定します(FEATHERの上

下ボタンでも同様の操作が可能です)。

　でデフォルト値に戻ります。

■L3ボタン
ルートメニューまたはタイトルメニューからお好みの場面を選択しジャンプします。L1ボタ

ンのメニューからも同様の操作が可能です。

■DVD再生コントロールボタンについて
DVD再生コントロールボタンは、DVD再生に関するコントロールを行います。通常のDVDプレイ

ヤーとほぼ同じように動作します。

① ② ③

④ ⑤ ⑥

①前チャプターボタン

前のチャプターにジャンプします。

②次チャプターボタン

次のチャプターにジャンプします。
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スライドバーを操作することにより、お好みの場面に移動できます。

スライドバー

③一時停止ボタン

再生を一時停止します。

④巻戻しボタン

巻戻し再生を行います。

⑤早送りボタン

早送り再生を行います。

⑥停止ボタン

再生を停止します。



■著作権保護信号付き映像について

本製品は、著作権保護信号付き映像のキャプチャを行うことはできません。

外出先からの予約

この章では、外出先からのリモート予約を行うた

めのソフトウェア「CiRAgent」の操作について説

明します。
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遠方へ外出したときなど、ｉモードやパソコンからインターネットを利用し、テレビ録画

の予約をすることができます。ここでは、テレビ番組情報サイト「テレビ王国」の手順を説

明します。

ｉモードなどの端末から「テレビ王国」へ接続します。

→「テレビ王国」のURLは「http://www.so-net.ne.jp/tv/」です。ｉモードをご使用

になる場合のURLは「http://imode.so-net.ne.jp/tv/」です。

番組表から録画したい番組を選択します。

→予約を確認するメッセージが表示されます。

「はい」を選択します。

→「テレビ王国」のサーバーに登録されますので、予約はこれで完了です。

予約方法の詳しい内容は「テレビ王国」をご覧ください。

5-1  CiRAgentでのリモート録画予約

CiRAgentの設定については、「MTV3000Wインストールマニュアル」をご覧くだ

さい。

予約録画を行う場合は、必ずパソコンとテレビチューナーユニットの電源を

入れておいてください。スリープモード、またはテレビチューナーユニットの

電源が切れている場合は、録画できません。

TV王国のパスワードを変更した場合、必ずCanopus CiRAgent設定で再設定

してください。設定が異なる場合、予約情報が反映されません。

サーバーの予約設定待ち一覧に、録画時間が過ぎている予約が表示されてい

る場合、それを削除してから新規の予約を行ってください。
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CiRAgentでのリモート録画予約

外
出
先
か
ら
の
予
約

リモート録画予約のしくみ

ｉモードやインターネットカフェなどの外出先からインターネットを利用し

ご自宅のパソコンにTV録画することをリモート録画予約と呼んでいます。

まず、インターネット上で録画予約した情報がテレビ王国のサーバーへ登録

されます。

パソコンにインストールされているCiRAgentが、接続時間になるとインター

ネットに接続し、テレビ王国のサーバーに登録されている録画予約情報をダ

ウンロードします。その後、予約完了のメールが届きます。録画予約に失敗し

た場合は、その通知メールが届きます。

予約した時間になると、ご自宅のパソコンが録画を開始します。

CiRAgentは、設定された接続時間のみサーバへ接続するため、録画予約やキャ

ンセルが実行されない場合があります。



90



MPEGファイルへの変換

この章では、DVファイルをMPEGファイルに変換す

るソフトウェア「DV-MPEG File Converter」の

操作について説明します。
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DV-MPEG File Converterは、DVファイルからMPEG2/1ファイルへのファイルコンバー

ターで、MTV3000Wボード上のハードウェアMPEGエンコーダを使用して高速変換を行いま

す。次の形式のAVIファイルをMPEG2/1ファイルに変換できます。

ここでは、DV-MPEG File Converterの起動方法および各部の機能について説明します。

6-1  起動と各部の機能

DV-MPEG File Converterの機能

起動方法

[スタート]メニューから[すべてのプログラム]→[Canopus MTV Series]→[DV-

MPEG File Converter]と進んで『DV-MPEG File Converter』を起動してください。

※ Windows 2000環境の場合、[すべてのプログラム]が[プログラム]と表示されます。

・ Canopus DV(参照AVIも変換することができます。参照AVIではなく、2GBを超える

ファイルは変換できません)。

・ Canopus Motion-JPEG(720×480画素、29.97フレーム/秒のファイルのみ。Cano-

pus Motion-JPEG再生ドライバが必要です)。

・ Microsoft Type1 DV

・ Microsoft Type2 DV

MPEG2/1ファイルに変換できるAVIファイルの形式

DV-MPEG File Converterの起動方法について説明します。
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起動と各部の機能
MPEG

フ
ァ
イ
ル
へ
の
変
換

DV-MPEG File Converterを起動すると以下のウィンドウが表示されます。

① 変換元ファイルを指定します。

② 変換元ファイルのプレビューを行うた

めのメニューを表示します。

③ ▼ボタンをクリックすると開始フレー

ム及び終了フレームを指定するための

ウィンドウが拡張表示されます。▲ボ

タンをクリックすると元のウィンドウ

に戻ります。

④ 数値を直接入力するか、スライダを使

用して開始フレームを指定します。

⑤ 数値を直接入力するか、スライダを使

用して終了フレームを指定します。

⑥ オプション設定ウィンドウを表示し

ます。

⑦ ファイル変換を行うためのウイザード

を開始します。

⑧ DV-MPEG File Converterを終了し

ます。

⑨ 複数ファイルをコンバートする場合の

[ファイルリストを使用する]選択時

に指定します。

⑨
②①

③

④

⑥

⑦ ⑧

⑤

各部の機能

ウィンドウは▼ボタンをクリックした状態のものです。画面は説明用ですの

で実際に表示されるウィンドウとは異なります。

エクスプローラからのドラッグ＆

ドロップでも入力できます。

お使いのパソコン環境によりメ

ニューの表示内容は異なります。
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変換を行う複数のファイルを[変換ファイルリスト]にドラッグするなどして

リストに加え、[CONV]をクリックすることでファイルの一括変換が行えます。

ウィンドウは▼ボタンをクリックした状態のものです。ウィンドウは説明用

ですので実際に表示されるウィンドウと異なります。
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起動と各部の機能
MPEG

フ
ァ
イ
ル
へ
の
変
換

開始フレーム及び終了フレームのプレビュー画面上でダブルクリックした場

合、フレームリストを表示します。 　  ボタンをクリックすると表示するフ

レームを前後させることができます。また、リスト上にある画面をクリックす

ることで、フレームの指定を行うことができます。

開始フレーム及び終了フレームのプレビュー画面上で右クリックした場合、

該当フレームのキャプチャを行えます。[ビットマップのコピー]を選択する

と、該当するフレームの画面キャプチャがクリップボードに転送されます。

[ビットマップの保存]を選択すると、該当するフレームの画面キャプチャを

ファイルとして保存することができます。また、プレビュー画面上で(左)ド

ラッグし、デスクトップ上でドロップすることでも該当フレームの画面キャ

プチャをファイルとして保存できます(但しこの場合、ファイル名は自動的に

割り当てられます)。

[ビットマップの表示]を選択すると、BitmapViewに静止画が表示されます。
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ファイル変換の手順について説明します。

ファイルの一部分だけを変換する場

合は、▼ボタンをクリックし、拡張

表示の状態にします。スライダを使

用し、開始フレーム及び終了フレー

ムを指定し、[コンバート]をクリッ

クします。ファイル全体をコンバー

トする場合は、ファイル選択後、

[コンバート]をクリックし、手順５

に進んでください。

6-2  ファイルの変換

ファイル変換の手順

[映像]もしくは[音声]フィールドに

変換元のファイル名を直接入力する

か(パス名も含む)、[ファイルを開

く]ボタンをクリックしファイル名

を指定する、またはエクスプローラ

から直接ファイルをドラッグ＆ド

ロップしファイルを指定します。

音声があらかじめキャプチャされたDV形式AVIのファイル変換を

行う場合は、[音声は映像と同じファイルを使用]にチェックをつけ

てください。変換元のファイルのプレビューを行う場合は、　ボタ

ンをクリックしてください。

▲ボタンをクリックすると手順1のウィンドウに戻ります。
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ファイルの変換
MPEG

フ
ァ
イ
ル
へ
の
変
換

変換時のオプション設定を行う場合は、[オプション]をクリックします。設定

後、[OK]をクリックしてください。

・垂直フィルタ

動きが少ない画像に対して、ちらつき

を抑えるフィルタです。設定値が

[100]の場合は、プログレッシブ表示

と同等の状態になります。

垂直フィルタを使用する場合は、

チェックを付けます。チェックを付け

ると[強さ]がアクティブになり、設定

できるようになります。

・強さ

フィルタのかかり具合をスライダを

使用して調整します。

・マトリックスフィルタ

動きが激しい画像に対して、ざわつき

を抑えるフィルタです。

マトリックスフィルタを使用する場

合は、チェックを付けます。チェック

を付けると[種類]がアクティブにな

り、プルダウンメニューから選択でき

るようになります。

・種類

▼ボタンをクリックし、プルダウンメ

ニューからプリセットされている設

定を選択します。

・プレビュー(開始フレーム/終了フレーム)

設定したフィルタのトライアルプレ

ビューを行います。[開始フレーム]も

しくは[終了フレーム]のどちらか効

果を確認したい方を選択すると、

[BitmapView]画面が表示されます。

フィルタ効果の参考にしてください

(表示された静止画は実際に変換され

たデータではなく、設定値を演算した

ものです)。

フィルタタブ

コーデックタブ

変換で使用するコーデックを選択します。このタブおよび一覧表は、DV-MPEG File Con-

verterで使用可能なコーデックが複数存在しない場合には表示されません。
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複数のファイルを連続してコンバー

トする場合は、システムメニューか

ら[ファイルリストを使用する]を指

定し、[変換ファイルリスト]を起動

します。

[変換ファイルリスト]へのファイル

の登録は、ファイルを指定後、[追

加]をクリックします。

→[変換ファイルリスト]を起動させる

と、[コンバート]ボタンが[追加]ボ

タンに変わります。

・Close

ファイルリストを閉じます。終了時

には登録されている情報は破棄され

ます。

・Del

ファイルリスト上の選択されている

アイテムを破棄します。

・Clear

ファイルリストのアイテムをすべて

破棄します。

・Play

変換後のファイルを再生して確認し

ます。

・Conv

ファイルリストのアイテムを順番に

変換します。変換が正常に終了した場

合、アイコンがOKになります。失敗し

た場合にはNGになります。

・アイテム上での右クリック

選択しているアイテムだけを変換し

ます。

・アイテム上でのダブルクリック

選択しているアイテムをメインの画

面上で表示します。メインの画面上で

開始フレーム、終了フレームを変更し

た場合、[追加]ボタンで再度登録する

必要があります。

IN点、OUT点などの表示幅はマウスでクリックすることで調整でき

ます(ダブルクリックするとデフォルトの幅に戻ります)。

エクスプローラから複数のファイルをドラッグ＆ドロップでリス

トに追加することができます。メインの画面に複数のファイルをド

ラッグ＆ドロップした場合は、自動的に[変換ファイルリスト]が起

動します。



99

ファイルの変換
MPEG

フ
ァ
イ
ル
へ
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ファイル変換後に作成されるMPEG

ファイル形式を指定します。

→ 設定後、[次へ]をクリックします。

・MPEG1 システム ストリーム

映像と音声を多重化して１つのファ

イルに記録します。

・MPEG1 エレメンタリ ストリーム

ビデオとオーディオをエンコードし

てそれぞれ別個のファイルとして同

時に記録します。[映像]もしくは[音

声]を指定することで映像または音声

を単独でエンコードできます。[Wave

ファイルとして保存]にチェックを入

れた場合は、映像をエンコードし、音

声は非圧縮のPCMデータとしてそれ

ぞれ別個のファイルに同時に記録で

きます。

・MPEG2 プログラム ストリーム

ビデオとオーディオを多重化して１

つのファイルに記録します。

・MPEG2 エレメンタリ ストリーム

ビデオとオーディオをエンコードし

てそれぞれ別個のファイルとして同

時に記録します。[映像]もしくは[音

声]を指定することで映像または音声

を単独でエンコードできます。[Wave

ファイルとして保存]にチェックを入

れた場合は、映像をエンコードし、音

声は非圧縮のPCMデータとしてそれ

ぞれ別個のファイルに同時に記録で

きます。

・Video CD

Video CD形式に準拠したMPEG1ファイ

ルを作成します。音声のサンプリング

レートが44100Hzで記録されていな

いデータの場合、この項目は選択でき

ません。

・DVD-MovieAlbumインポート情報を作成する

DVD-MovieAlbumインポート情報を出

力します。音声のサンプリングレート

が48000Hz の場合に選択できます

(DVD-MovieAlbumがインストールされ

ている場合のみ使用可能)。
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ビデオデータに関する設定を行い

ます。

→ 設定後、[次へ]をクリックします。

● Video CD を選択した場合

・ビットレート

ビデオデータのビットレートと符号

化形式を設定します。ビデオビット

レートは400bps単位で設定します。

400bps単位で指定しなかった場合は

自動的に400bps単位の設定値に変更

されます。ビットレートを高くすると

画質は良くなりますが、ファイルサイ

ズが大きくなります。ビデオデータの

符号化形式はCBR、VBRのいずれかに

設定します。VBRを選択した時のみ、最

大ビットレート(400bps単位)も同時

に設定することができます。

・GOPパターン

GOPパターンをI Flame(Iピクチャの

みで構成されるGOP)、IBBP(I/B/Pの３

つのピクチャから構成されるGOP)の

いずれかに設定し、以下のパラメータ

を設定することができます。

・ピクチャ枚数

GOP内に含まれるピクチャ枚数を1～

30の範囲で設定します。I Flame選択

時にはピクチャ枚数は1に固定され

ます。

・周期

ＩもしくはＰピクチャが現れる周期

を1～3の範囲で設定します。I Flame

選択時には周期は1に固定されます。

・GOP完結

この設定を行うと、１つのGOP分のビ

デオデータとそれに付随するオー

ディオデータを格納するパックの集

まりを１つの単位とし、その中で1つ

のGOPが完結します。作成するファイ

ルの種類がMPEG1の場合は表示され

ません。

・Closed GOP

GOP内の画像が他のGOPから独立して

再生可能なことを示すClosed GOPフ

ラグを設定します。

・プロファイルとレベル

プロファイルとレベルを設定します。

作成するファイルの種類がMPEG1の

場合は表示されません。

・画像サイズ

キャプチャファイルの画像サイズを

設定します。ファイル形式として

MPEG1を選択した場合は、コンボボッ

クスは表示されません。

変換するファイル形式により表示ウィンドウは異なります。

Video CDを選択した場合、手順7に記載されているオーディオに関す

る設定をここで行います(設定項目の説明については次ページ参照)。
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ファイルの変換
MPEG
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オーディオデータに関する設定を行

います。

→ 設定後、[次へ]をクリックします。

・サンプリングレート

オーディオ信号のサンプリングレー

トが表示されます。

・ビットレート

オーディオデータのビットレートを

設定します。ビットレートを高くする

と音質は良くなりますが、ファイルの

サイズが大きくなります。

・形式

オーディオデータの形式を設定しま

す。「Layer2」以外の形式は選択でき

ません。

・チャネル

オーディオチャネルの種類を設定し

ます。

・エンファシス

エンファシスエンコードを行う場合

に設定します。

・プロテクション

CRCエラーの検出が行えるファイルを

作成する場合にチェックをつけます。

・オリジナル

オリジナルビットをつけたファイルを

作成する場合にチェックをつけます。

・コピーライト

著作権情報をつけたファイルを作成

する場合にチェックをつけます。

変換するファイル形式により表示ウィンドウは異なります。

Video CD形式を選択した場合、オーディオに関する設定を行います。
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データの出力に関する設定を行い

ます。

・映像ファイル

変換するファイル形式がMPEG1 エレ

メンタリストリームもしくはMPEG2

エレメンタリストリームの場合は、

変換後に作成される映像ファイル名

(パス名も含む)をフィールドにキー

入力できます。[ドライブ参照]及び

[ファイル参照]のボタンが有効にな

ります。

・音声ファイル

変換するファイル形式がMPEG1 エレ

メンタリストリームもしくはMPEG2

エレメンタリストリームの場合は、

変換後に作成される音声ファイル名

(パス名も含む)をフィールドにキー

入力できます。[ドライブ参照]及び

[ファイル参照]のボタンが有効にな

ります。

・MPEGファイル

変換するファイル形式がMPEG1 シス

テムストリーム、MPEG2 プログラムス

トリームもしくはVideo CDの場合は、

変換後に作成されるファイル名(パス

名も含む)をフィールドにキー入力で

きます。[ドライブ参照]及び[フォル

ダ参照]のボタンが有効になります。

・出力フォルダ

[出力フォルダを指定する]にチェッ

クをつけた場合、変換後のファイルを

任意のフォルダ内に作成することが

できます。出力するフォルダを指定し

てください。この場合、アクティブ状

態のフィールドにはファイル名のみ

(ファイル名のキー入力も可能)が表

示されます。[ ドライブ参照] 及び

[フォルダ参照]のボタンが有効にな

ります。

・プレビュー

変換作業中にプレビュー画面の表示

を行う場合は、チェックをつけてくだ

さい。

変換するファイル形式により表示ウィンドウは異なります。

複数ファイル変換時には出力フォルダのみの指定となり、ファイル

名の設定は行えません。自動的にソースファイル名の拡張子だけ変

更したファイルが作成されます。また、同名のファイルが存在する

場合は、無条件に上書きを行います。
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ファイルの変換
MPEG

フ
ァ
イ
ル
へ
の
変
換

[コンバート]をクリックします。

→ ファイルの変換を開始します。

ファイルのコンバートが終了しま

した。

→ コンバートされたファイルを再生す

る場合は、[再生]ボタンをクリック

します。

→ DV-MPEGFile Converterを終了する

場合は、[完了]ボタンをクリックし

ます。

以上でファイルの変換作業は完了です。

複数ファイル変換時には、変換後のファイル名およびファイルサイ

ズは表示されません。変換後のファイル再生は、この終了ウィンド

ウからではなく、[変換ファイルリスト]から Playを選択してくだ

さい。
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MPEGファイル編集

■MPEG Toolsのインストール

CDのTOOLS¥MpegTools￥Setup.exeを実行し、画面に表示される手順に従っ

てインストールしてください。

※MPEG Tools は、ノンサポートソフトウェアとなります。あらかじめご了承く

ださい。

この章では、MPEGファイルの編集に使用する各種

ソフトウェアについて説明します。
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●MpegCutterはGOP単位でのMPEGカットツールです。

●カットしたシーンで、音声が途切れる場合があります。

●編集したMPEGストリームは、デコーダによっては、映像と音声がずれる場合があり

ます。

●表示されているフレームは、GOPの先頭のIフレームです。

●編集したMPEGストリームのPackサイズは、編集前のPackサイズと異なる場合があり

ます。

●編集後のファイルを再生するとき、カット直前の位置が滑らかに再生されないことが

あります｡Closed GOP, GOP完結 オプションを有効にすることをお勧めします｡

●Video CD用MPEG1ファイルはサポートしていません｡編集後に再生されない、もしく

はオーサリングソフトで処理できない可能性があります｡

●MPEGの性質上、編集後のファイルが扱えない環境が存在する可能性があります｡オリジ

ナルファイルを保存しておくことをお勧めします｡

MpegCutterを起動します。

7-1  MpegCutterについて

注意事項
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MpegCutterについて
MPE

G

フ
ァ
イ
ル
編
集

メニューの「ファイル」-「開く」

で編集したいMPEGファイルを開き

ます。

→ マークリストウィンドウが開きます。

メニューの「操作」- 「先頭を残

す」で、編集対象となるMPEGファ

イルの先頭を削除するか残すかを設

定します。

画面下部のスライダを操作し、カッ

トするシーンを選択します。
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メニューの「操作」-「マークの

設定」でリストにマークを追加し

ます。

→ マークした所が残すシーンとカット

するシーンの切れ目になります。

メニューの「ファイル」-「保存」

で編集結果を保存します。

→ 書き出しを開始します。

手順4、5の操作を繰り返します。
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MpegCutterについて
MPE

G

フ
ァ
イ
ル
編
集

チップテクニック

●フレームリストを表示すると、現在メインウィンドウに表示されているフ

レームの前後のIフレームが確認できます。

●メインウインドウを右クリックするとスキップ間隔が設定できます。

この操作で、スキップ再生およびIフレームリストのスキップ間隔を変更で

きます。

●フレームリストに表示されているフレームウィンドウを右クリックする

と、スキップ間隔の変更ができます。

　このときクリックしたフレームを中心として表示します。
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●タイムスタンプで同期が取られているストリームの場合、「サンプル補正」機能を使用

することで同期処理を行います｡ただし、音声パケットは1152サンプル単位での処理と

なります｡

映像と音声をエレメンタリストリームとして分離します｡

DeMultiplexerを起動します。

「入力ファイル」の「参照」をク

リックします。

編集したいファイルを開きます。

7-2  DeMultiplexerについて

制限事項
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DeMultiplexerについて
MPE

G

フ
ァ
イ
ル
編
集

出力ファイルの保存先を選択し

ます。

→ 初期値は入力ファイルと同じフォル

ダになっています。

オプションを必要に応じて選択し、

「書き込み」をクリックします。

→ 書き込みを開始します。
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MPEGファイルを再変換するツールです｡

●幅が720以外の場合、両端に黒帯が入ります｡

●MPEGの性質上、変換できないファイル、音と絵のずれが大きくなるファイルが存在する

可能性があります｡

●ストリームの状態によっては音ずれが発生する場合があります｡

　DeMultiplexerにて「サンプル補正」機能を有効にして出力したエレメンタリストリー

ムを使用しておためしください。

●扱える映像はCanopus DV( 2GB 以上の場合は参照AVIで扱う必要があります)と

MPEG1、MPEG2( 幅720, 704, 352  高さ 480, 576 ) です。

●環境によっては処理できないことがあります｡MPEGファイル編集

MPEG-MPEG File Converterを起動します。

「参照」をクリックします。

「開始位置」(in点)、「終了位置」(out点)を選択します。

7-3  MPEG-MPEG File Converterについて

注意事項

制限事項
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MPEG-MPEG File Converterについて
MPE

G

フ
ァ
イ
ル
編
集

エンコーダを選択し、「コンバー

ト」をクリックします。

※ 当社製MVR-D2000、MTV Series、

DigitalVideoRecorder、StormEncoder

をお持ちの場合(但し、正常動作し

ていること)は、これらをエンコー

ダとして選択することができます。

エンコードの設定を行います。

→

↓

「完了」をクリックします。

→ コンバートを開始します。
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MPEGファイルの情報を表示するツールです。

●プレビューはアプリケーションが非アクティブになると停止します｡

●フォルダ、およびファイルの変更内容が一覧に反映されないことがあります｡

●ショートカットを作成した場合でも、表示する拡張子として「LNK」拡張子が指定されて

いないと一覧に表示されません｡

①　②　③　④　⑤　⑥　⑦⑧⑨⑩⑪

⑫　　 ⑬
⑭　　　 ⑮　　　⑯　　　　⑰

①画面更新：最新の情報に更新します。

②前のフォルダ/次のフォルダ

③ひとつ上のフォルダへ

④プレビュー：プレビューウィンドウで

簡易再生を行います。

⑤再生/停止：プレビューの操作を行い

ます。

⑥MPEG解析モードのON/OFF：選択する

と⑫～⑯に情報が表示されます。

⑦拡張子一括変換：フォルダ内の拡張子

を一括変換します。初期値は「m2p →

mpg」です。

⑧MpegCutterで編集

⑨DeMultiplexerを起動

⑩MEDIACRUISEで再生

※使用できません。

⑪MPEG-MPEG File Converterを起動

⑫種類

⑬再生時間

7-4  MpegExplorerについて

注意事項
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MpegExplorerについて
MPE

G

フ
ァ
イ
ル
編
集

⑭ビデオビットレート

⑮オーディオビットレート

⑯ビデオサイズ

⑰ファイル名

※⑫～⑰の項目のならびについては、ド

ラッグ＆ドロップすると順番を入れ替

えることができます。
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DVStorm-RTをお持ちの方へ

この章では、DVStorm-RTにMPEGファイルのハー

ドウェアエンコード機能を持たせるソフトウェア

「MPEG Hardware Exporter」の操作について説

明します。
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DVStorm-RTとMTV3000Wを組み合わせることで、DVStorm-RTにMPEGファイルのハード

ウェアエンコード機能を付加できます。この機能を利用するためには、まずDVStorm-RT

およびMTV3000Wのドライバおよび専用アプリケーションがあらかじめインストールさ

れており、かつ正常動作している必要があります(Adobe Premiere上で使用する場合は、

Premiereがあらかじめインストールされている必要があります)。

各製品のインストール手順等は、製品に付属されているマニュアルをご覧ください。

MTV3000Wのハードウェアエンコード機能をDVStorm-RTで使用するためには、『MPEG

Hardware Exporter』が必要です。MPEG Hardware ExporterはMTV3000Wアプリケー

ションのインストール時に、インストールコンポーネント選択画面において『MPEG Hard-

ware Exporter for DVStorm/for Premiere』を選択するとインストールされます。

MPEGソフトエンコーダをインストールしている環境では、MTV3000Wのハードウェアエン

コーダが優先となるため、MPEGソフトエンコーダは使用できなくなります。MPEGソフト

エンコーダを使用する場合は、以下の手順でMPEG Hardware Exporterをアンインストー

ルしてください。ここではWindows XP環境でのアンインストールを例に説明します。

※ アンインストール作業を開始する前に、現在起動しているすべてのアプリケーションや

常駐ソフトウェアを終了してください。

[スタート]メニューから[マイコンピュータ]へ進み、システムのタスクから[プ

ログラムの追加と削除]をクリックしてください。

削除できるソフトウェアの一覧が表

示されますので[MTVSeries]を選択

し、[変更と削除]をクリックしてく

ださい。

8-1  MPEG Hardware Exporterについて

DVStorm-RTとの連携

MPEG Hardware Exporterのアンインストール

MTV3000Wと当社製『DVStorm-RT』を組み合わせることで、MTV3000Wのハードウェアエン

コード機能をDVStorm-RTに付加したMPEGファイルへの変換が行えます。
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MPEG Hardware Exporterについて
DVStorm-RT

を
お
持
ち
の
方
へ

アンインストールするMPEG Hard-

ware Exporterを選択し、[次へ]をク

リックしてください。

→ アンインストールするコンポーネン

トのチェックマークを外します。

※ 画面は、MPEG Hardware Exporter for

DVStormをアンインストールする場

合です。

[はい、今すぐコンピュータを再起

動します。]を選択し、[完了]をク

リックしてください。

→ コンピュータを再起動します。

→ Canopus MPEG Hardware Exporterの

アンインストールは完了です。

■MTV3000WとDVStorm-RTの併用時の制限事項
MTV3000WとDVStorm-RTの併用時には、スタンバイモードが無効になります。そのため、スタン

バイモードからの予約録画は行えません。

[変更]を選択し、[次へ]をクリック

してください。
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MTV3000Wを使用することで、StormEditのタイムライン上にあるビデオデータをMPEG

ファイル形式へ変換することが可能になります。ここではタイムライン全体を変換する

方法を説明します。30フレーム未満のクリップは変換できません。

[ファイル]メニューから[タイムライ

ンをMPEGファイルに変換]を選択し

ます。

[コーデックの選択]メニューをク

リックし、[MTV Series]にチェック

が付いていることを確認します。

8-2  MPEGファイルへの変換

StormEditでの変換-タイムライン全体-

変換後のMPEG形式ファイルは、StormVideoおよびStormEditではプレビュー

できません。

MTV3000Wのインストールに失敗している場合は、[コーデックの選

択]メニューおよび[変換開始]のボタンは表示されません。
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MPEGファイルへの変換
DVStorm-RT

を
お
持
ち
の
方
へ

ファイル変換後に作成されるMPEG

ストリーム形式を指定します。

・MPEG1 システムストリーム

ビデオとオーディオを多重化して１

つのファイルに記録します。

・MPEG1 エレメンタリーストリーム

ビデオとオーディオをエンコードし

てそれぞれ別個のファイルとして同

時に記録します。[ビデオストリーム]

もしくは[オーディオストリーム]に

チェックを入れることでビデオまた

はオーディオを単独でエンコードで

きます。

・MPEG2 プログラムストリーム

ビデオとオーディオを多重化して１

つのファイルに記録します。

・MPEG2 エレメンタリーストリーム

ビデオとオーディオをエンコードし

てそれぞれ別個のファイルとして同

時に記録します。[ビデオストリーム]

もしくは[オーディオストリーム]に

チェックを入れることでビデオまた

はオーディオを単独でエンコードで

きます。

・ビデオ CD

Video CD形式に準拠したMPEG1ファイ

ルを作成します。元データのオーディ

オサンプリングレートに関係なく、サ

ンプリングレートは44.1kHz/16Bitに

変換されます。

変換するMPEGストリーム形式により以降の手順で行うビデオ・

オーディオ等のタブで設定可能な項目は異なります。
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[ビデオ]タブをクリックし、ビデオ

データに関する設定を行います。

・プロファイルとレベル

プロファイルとレベルを設定します。

作成するストリーム形式がMPEG1の

場合は表示されません。

・イメージサイズ

画像サイズを設定します。ストリーム

形式としてMPEG1を選択した場合は、

コンボボックスは表示されません

(M P E G 1 形式のイメージサイズは、

352x240に固定されます)。

・ビットレートコントロール・

ビットレート

ビデオデータのビットレートと符号

化形式を設定します。ビデオビット

レートは400bps単位で設定します。

400bps単位で指定しなかった場合は

自動的に400bps単位の設定値に変更

されます。ビットレートを高くすると

画質は良くなりますが、ファイルサイ

ズが大きくなります。ビデオデータの

符号化形式はCBR、VBRのいずれかに

設定します。VBRを選択した時のみ、最

大ビットレート(400bps単位)も同時

に設定することができます。

・GOPパターン

GOPパターンをIフレーム(Iピクチャ

のみで構成されるGOP)、IBBP(I/B/Pの

３つのピクチャから構成されるGOP)

のいずれかに設定し、以下のパラメー

タを設定することができます。

ピクチャ枚数

GOP内に含まれるピクチャ枚数を1～

30の範囲で設定します。Iフレーム選

択時にはピクチャ枚数は1に固定さ

れます。

インターバル

ＩもしくはＰピクチャが現れる周期

を1～3の範囲で設定します。I フ

レーム選択時にはインターバルは1

に固定されます。

GOP完結

この設定を行うと、１つのGOP分のビ

デオデータとそれに付随するオー

ディオデータを格納するパックの集

まりを１つの単位とし、その中で1つ

のGOPが完結します。ストリーム形式

がMPEG1の場合は表示されません。

クローズド GOP

GOP内の画像が他のGOPから独立して

再生可能なことを示すClosed GOPフ

ラグを設定します。

変換するMPEGストリーム形式により表示ウィンドウは異なります。
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MPEGファイルへの変換
DVStorm-RT

を
お
持
ち
の
方
へ

[オーディオ]タブをクリックし、

オーディオデータに関する設定を行

います。

・サンプリングレート

オーディオ信号のサンプリングレー

トが表示されます。

・形式

オーディオデータの形式を設定し

ます。

・ビットレート

オーディオデータのビットレートを

設定します。ビットレートを高くする

と音質は良くなりますが、ファイルの

サイズが大きくなります。

・チャンネル

ステレオ

左右の位相が比較的似ている場合に

選択します。

ジョイント

左右の位相がほとんど同じ場合に選

択します。

デュアル

左右の位相が大きく異なる場合に選

択します。

MONO

モノラルにする場合に選択します。

・エンファシス

エンファシスエンコードを行う場合

に設定します。再生に使用するシス

テムとの互換性のための設定です。

通常はチェックをつける必要はあり

ません。

・プロテクション

CRCエラーの検出が行えるファイル

を作成する場合にチェックをつけま

す。ビデオ CDを選択している場合は、

チェックをつけないでください。

・オリジナル

オリジナルビットをつけたオーディ

オファイルを作成する場合にチェッ

クをつけます。このデータがコピーで

はなくオリジナルデータであること

を示します。

・コピーライト

著作権保護情報をつけたファイルを

作成する場合にチェックをつけます。

オリジナルで創作したデータ以外に

はチェックをつけないでください。

変換するMPEGストリーム形式により表示ウィンドウは異なります。
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[フィルタ]タブをクリックし、プリ

フィルタに関する設定を行います。

・垂直フィルタ

動きが少ない画像に対して、ちらつき

を抑えるフィルタです。フィルタを有

効にする場合は、チェックをつけ、ス

ライダでフィルタのかかり具合を調

整してください。動きが激しい画像に

効果を大きくかけると、動きがカクカ

クする場合があります。

・マトリックスフィルタ

動きが激しい画像に対して、ざわつき

を抑えるためのフィルタです。フィル

タを有効にする場合は、チェックをつ

けフィールドに数値(-255から255)

を直接入力し、設定してください。9

つのフィールドが中心( 真ん中の

フィールドに対応)を基準ピクセルと

した画像９ピクセル分の設定に該当

します。たとえばデフォルトの設定の

場合、中心にあるフィールドの数値を

現在の数値より小さくすると画像の

ぼけ具合いが小さくなります。9つの

フィールドの数値をすべて足し算し

て0になった場合は、フィルタ処理が

行われない画像が表示されます。
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MPEGファイルへの変換
DVStorm-RT

を
お
持
ち
の
方
へ

[出力ファイル]タブをクリックし、

データの出力に関する設定を行い

ます。

・ビデオ

変換するファイル形式がMPEG1 エレ

メンタリーストリームもしくは

MPEG2エレメンタリーストリームの

場合は、変換後に作成されるビデオ

ファイル名(パス名も含む)をテキス

トフィールドにキー入力します。

フォルダを参照する場合は、[...]を

クリックします。

・オーディオ

変換するファイル形式がMPEG1 エレ

メンタリーストリームもしくはMPEG2

エレメンタリーストリームの場合は、

変換後に作成されるオーディオファ

イル名(パス名も含む)をテキスト

フィールドにキー入力します。フォル

ダを参照する場合は、[...]をクリッ

クします。

・MPEG

変換するストリーム形式がMPEG1 シ

ステムストリーム、MPEG2 プログラム

ストリームもしくはビデオCDの場合

は、変換後に作成されるファイル名

(パス名も含む)をテキストフィール

ドにキー入力します。フォルダを参照

する場合は、[...]をクリックします。

変換するMPEGストリーム形式により設定できる項目は異なります。

テキストフィールドに現存するファイル名と同名のファイル名を

入力した場合は、無条件に上書きされますのでご注意ください。デ

フォルトのファイル名はプロジェクト名+拡張子となっています。
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設定した内容を保存する場合は、

[プリセット]メニューの[名前を付け

て保存](新規に保存)もしくは[初期

値として保存](デフォルトの設定と

して保存)を選択します。

[変換開始]をクリックします。

→ ファイルの変換を開始します。

→ ファイルの変換を中止する場合は、

[中止]をクリックします。

[変換開始]のウィンドウが消えると、ファイルの変換は完了です。

MPEG1/MPEG2のエレメンタリーストリームでオーディオファイル

を作成した場合、ビデオとオーディオはそれぞれ別のファイルに出

力されます。MPEG1システムストリーム、MPEG2プログラムストリー

ムやビデオCDの場合、ビデオとオーディオを1つのMPEGファイルに

まとめて格納します。
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MPEGファイルへの変換
DVStorm-RT

を
お
持
ち
の
方
へ

タイムラインの一部を選択し、変換結果の評価用にトライアルファイル変換ができます。

マークのIN点とOUT点の間は最低でも1秒以上あけて設定してください。

[編集]メニューの[マーク]から選択

するか、AVI コントローラにある

マークの設定アイコンをクリックし

ます。

→ マークのIN 点およびOUT点を設定

し、トライアルプレビューを行う範

囲を設定してください。

マーク範囲が設定されると、図の

楕円で囲まれた部分の色が変わり

ます。

[ファイル]メニューから[マーク範囲

を保存]選択し、[マーク範囲をMPEG

ファイルに変換]を選択します。

StormEditでの変換-タイムラインの一部-

変換後のMPEG形式ファイルは、StormVideoおよびStormEditではプレビュー

できません。

●マーク範囲の再生

●マークOUTへジャンプ

●マークINへジャンプ

●マークOUTの設定
●マークINの設定
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MPEGに関する設定ウィンドウが表示されます。

→ 『StormEditでの変換-タイムライン全体-』の手順2.以降を参照して設定を行って

ください。

マークIN/マークOUTのショートカットキー

キー操作だけで機能選択できるショートカットキーを活用することで、操作をスピー

ディに行うことができます。

●  Shift + ↑ マークIN

●  Shift + ↓ マークOUT

●  Ctrl + ↑ マークINへJump

●  Ctrl + ↓ マークOUTへJump
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MPEGファイルへの変換
DVStorm-RT

を
お
持
ち
の
方
へ

Adobe Premiere で編集したデータをMPEGファイル形式に変換します。ただし、変換さ

れたファイルはPremiereでは再生できません。

[全般設定]→[ファイルの種類]が

[Canopus MPEG Encoder]になってい

ることを確認し、[OK]をクリックし

ます。

編集後、出力したい場所を選択

し、[ファイル]メニューから[タイム

ラインを書き出し]→[ムービー](も

しくはオーディオ)と進んで、[ムー

ビーを書き出し]ウィンドウを表示

します。

[設定...]をクリックし、[ムービー

書き出し設定]ウィンドウを表示し

ます。

Adobe Premiere 6.0での変換

Premiereプラグインを使用する場合は、必ずCanopus MPEG Hardware Ex-

porterのインストールを行う前にPremiereのインストールを行ってくださ

い。MPEGパラメータの設定項目については、『StormEditでの変換-タイムラ

イン全体-』の項をご参照ください。若干画面は異なりますが設定可能な項目

は同じです。

●[終了時に開く]にはチェックをつけないでください。

●16:9(NTSC)形式の出力を行う場合は、[ビデオ設定]で圧縮形式

の設定を行ってください。
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手順2.のウィンドウに戻りますの

で、ファイル名のテキストフィール

ドにファイル名を入力し、[保存]を

クリックします。

パラメータを設定します。

→ [次へ]をクリックし、各ウィンドウの設定を行います。

→ 設定完了後、[完了]をクリックします。

変換を開始します。

→ 左下にある[　]をクリックすると、

詳細ウィンドウを表示します。[▼]

をクリックすると元のウィンドウに

戻ります。

Premiereの[出力設定]ウィンドウの[オーディオ設定]→[サンプ

リングレート]で設定したサンプリングレートが有効になるため、

このパラメータ設定ウィンドウでは、サンプリングレートの変更を

行えません。サンプリングレートは、あらかじめ設定しておいてく

ださい。

▼
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MPEGファイルへの変換
DVStorm-RT

を
お
持
ち
の
方
へ

変換完了のウィンドウが表示され

ます。

→ 変換された結果をプレビューする

場合は、[はい]をクリックしてくだ

さい。

→ 変換された結果をプレビューしない

場合は、[いいえ]をクリックしてく

ださい。

■Premiere 6.0でのMPEGファイル出力時のご注意について
[ファイル]メニューから[タイムラインを書き出し]→[ムービー]と進んで、[ムービーを書き

出し]画面を表示します。[設定]をクリックし、[ムービー書き出し設定]ウィンドウを表示し

て[キーフレームとレンダリング]を選択します。この設定ウィンドウで、出力元の映像フォー

マットに応じたフィールド(フレーム単位で見た場合の一番上のライン)設定を正しく行って

ください。この設定が正しく行なわれていない場合、出力したMPEG2ファイルを再生する際(特

にTVでご覧いただく場合に顕著に現われます)にフィールドの表示順序が入れ替わり、映像

の横方向に動く部分が、ぎこちない動きとなります。

● 一番上のラインがODDフィールドである場合、[奇数フィールドから]を指定してください。

● 一番上のラインがEVENフィールドである場合、[偶数フィールドから]を指定してください。

出力元の映像が Canopus DV形式である場合には、一番上のラインはEVENフィールドとなり

ますので、[偶数フィールドから]を指定してください。

出力元の映像がフィールド構造を持たない場合(縦方向の解像度が240以下のAVIファイルや

MPEG1ファイルの場合など)は、[奇数フィールドから]を指定してください。

Premiereプラグインを使用してVideo CD形式のファイルを出力する場合は、[プロジェクト]

メニューから[プロジェクト設定]→[オーディオ]と進んで、[プロジェクト設定]ウィンドウ

を表示し、[レート]を[44100Hz]に設定する必要があります。サンプリングレートが、[48000Hz]

や[32000Hz]に設定されている場合は、Video CD形式の選択はできませんのでご注意ください。

変換後のMPEG形式ファイルは、Premiereではプレビューできません。

[キーフレームとレンダリング]の設定ウィンドウは、プロジェクト設定の中に

もあります。プロジェクト設定側の設定を変更しても、上記の動作に効果は反映

されませんのでご注意ください。[ファイル]メニュー→[タイムラインを書き

出し]→[ムービー]を選択し、[ムービーを書き出し]ウィンドウにある[設定]

をクリックした時に表示されるウィンドウで設定を必ず行ってください。
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■参考事例
MPEGファイル作成の事例を以下に紹介します。この設定を参考にして、出力する映像に適し

た設定を見つけだしてください。

動きの激しい映像；運動会の競争シーン

家庭用の場合、MPEG設定の[ビデオ]タブでは、ビットレートのタイプを[VBR]に、最大ビット

レートを[8000000]bps、平均ビットレートを[6000000]bpsに設定します。

ブライダル

家庭用の場合、MPEG設定の[ビデオ]タブでは、ビットレートのタイプを[VBR]に、最大ビット

レートを[6000000]bps、平均ビットレートを[4000000]bpsに設定します。

式場側等からの配布目的の場合、MPEG設定の[ビデオ]タブでは、ビットレートのタイプを

[CBR]に、ビットレートを[8000000]bpsに設定します。

字幕が入っている映像

小さな字幕がビデオ素材に含まれている場合はMPEG設定の[ビデオ]タブでは、ビットレート

のタイプを[CBR]に、ビットレートを[6000000]bps(8000000bpsを推奨)に設定します。

空／海

もやもやとした感じの空／海(＝曇天時の海／空)がビデオ素材に含まれている場合はMPEG

設定の[ビデオ]タブでは、ビットレートのタイプを[CBR]に、ビットレートを[6000000]bps

(8000000bpsを推奨)に設定します。

ゆっくりした映像/家庭向け映像

MPEG 設定の[ビデオ]タブでは、ビットレートのタイプを[VBR]に、最大ビットレートを

[6000000]bps、平均ビットレートを[4000000]bpsに設定します。

MPEG2ファイル出力のビットレートについて



APPENDIX
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MPEG1、MPEG2、ストリームについて

MTV3000Wは、ビデオ信号とオーディオ信号の両方をエンコードする機能があります。ビデオ

信号のエンコードは、MPEG1(ISO/IEC 11172-2)またはMPEG2(ISO/IEC 13818-2)のいずれか

が選択できます。

オーディオ信号のエンコードはMPEGオーディオ(ISO/IEC 11172-3)規格に基づいています。

オーディオは圧縮せずにPCMデータで記録することもできます。

ビデオやオーディオのそれぞれをエンコードしたデータをエレメンタリストリームと呼びます。

MTV3000Wは、ビデオまたはオーディオのいずれか、または両方をエンコードし、エレメンタリ

ストリームを記録したファイルを作成することができます。

ビデオ信号とオーディオ信号を同時に記録する場合は、それらが1つのデータにまとまって

いることが理想です。そのためにMTV3000Wは、ビデオのエレメンタリストリームとオーディ

オのエレメンタリストリームとを多重化して、１つのストリームにまとめることができます。

多重化の方式は、ビデオがMPEG1の場合にはシステムストリーム(ISO/IEC 11172-1)を、ビデ

オがMPEG２の場合にはプログラムストリーム(ISO/IEC 13818-3)を作成できます。

Video CDの作成について

Video CDは、ビデオとオーディオの両方を記録でき、システムストリームの形式で記録され

ています(Video CDにはMPEG1ビデオが使用されています)。従って、MTV3000Wでエンコード

したデータをVideo CDを作成するための映像素材として使用する場合は、システムストリー

ムとしてエンコードします。ただし、Video CDの規格は、一般的なシステムストリームに比べ

てよりせまい範囲に条件を限定しているので、MTV3000Wでは「Video CD」という選択ボタンを

別に設けて、その条件に合ったシステムストリームが出力できるようになっています。こうし

て出力したファイルを、市販のVideo CD作成ソフトウェアで読み込んでVideo CDを作成す

ることができます。

MTV3000WでVideo CDを選択した場合、次の形式のファイルが作成されます。

Video CDを作成するときは、上記のデータ形式を読み込むことができるVideo CD作成ソフ

トウェアをご使用ください。

各設定項目について
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各設定項目について
APPENDIX

DVD-Videoの作成について

DVD-Videoは、プログラムストリームの形式で記録されています(DVD-VideoにはMPEG2ビデオ

が使用されています)。DVDのオーサリングを行うソフトウェアがどのような形式のMPEGデー

タを必要とするかは、オーサリングソフトウェアによって異なります。エレメンタリストリー

ムを読みこんで、オーサリングソフトウェアの内部でプログラムストリームに多重化する場

合が一般的です。その場合、オーディオデータは、MPEGオーディオのエレメンタリストリーム、

または非圧縮のPCMデータとして、ビデオとは別のファイルとして読み込まれます。

MTV3000Wは、エンコードしたデータをDVD-Videoを作成するための映像素材として使用でき

るように、ビデオとオーディオのエレメンタリストリームやオーディオのPCM形式での記録

をサポートしています。

■ビデオタブ
「マニュアル設定」画面のビデオタブの各項目の詳細内容について説明します。

プロファイルとレベル

MPEG2の規格はパラメータの許容範囲が非常に広いため、個々の製品がサポートする範囲が

まちまちになってしまうと混乱が生じます。そのために、いくつかの段階に分けて目安を設

けたものが、プロファイルとレベルです。

MTV3000Wで使用できるのはMP@ML、MP@LL、SP＠MLの３種類で、最も段階が高いのがMP@MLで

す。スタンダードTV(HDTVではない通常のTVという意味)向けでは、MP@MLが標準です。現在市

販されているMPEG2デコーダは、ほとんどがMP@MLに対応していますので、特別な理由がない

限り、MPEG2ではMP@MLを使用してください。

MPEG1の場合は、プロファイルやレベルの規定がないので、選択できません。

ビデオタブは、「オプション設定」ウィンドウのHW-MPEG設定タブ(ソフトウェア

エンコードの場合ではSW-MPEG設定タブ)の画質欄で[マニュアル設定]を選択

した場合にのみ設定できます。
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ビデオビットレート

ビデオデータのビット量を指定します。ビットレートを上げると画質は向上しますが、ファ

イルサイズは大きくなります。数値は、１秒間の録画に必要なデータサイズ(ビット単位)で

す。バイト数に換算するには、８で割ってください。例えば8,000,000bps(＝8Mbps)と指定す

ると、1秒あたり８Mビット、すなわち１Mバイトですから、１分間の録画には１Mバイト×６

０秒＝６０Mバイト以上の空きディスク容量が必要になります(オーディオも同時に記録す

る場合は、そのデータ量も加算する必要があります)。

データ量と画質のバランスから、適切であろうと考えられるおおよその目安は、以下の通り

です。

●画像サイズが720×480もしく

　は704 ×480 の場合

６～１２Mbpsが適切です。４Mbpsでは

少し画質が悪いと感じられ、８Mbps以

上にしても、画質にそれほど大きな変

化はありません。1５MbpsがMPEG２

(MP@ML)の規格上の上限値です。

●画像サイズが352×240の場合

MPEG1の場合は、1.5～1.8Mbpsが適切

です。1.8MbpsがMPEG1の規格上の上限

値です。VideoCDの規格では1.15Mbpsが

規格上の上限値となっていますので、

VideoCDを選択した場合はその値に固

定になります。

MPEG2をこの画像サイズで使用する場

合は、２～3Mbpsくらいが適切です。さ

らにビットレートを上げる(画質を上

げたい)場合は、352×480を使用して

ください。

●サイズが352 ×480 の場合

３～4Mbpsが適切です。

さらにビットレートを上げる(画質を

上げたい)場合は、720×480もしくは

704×480を使用してください。
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各設定項目について
APPENDIX

CBR、VBR

CBRはビデオのデータ量をほぼ一定に保ちます(CBR：Constant Bit Rate)。

VBRはビデオのデータ量が変動します(VBR：Variable Bit Rate)。

MPEGは、急にシーンが変わったり、細かいパターンが多く含まれる映像などは圧縮しにくい、

という性質があります。CBRでは、そのような場面でも一定のデータ量まで圧縮しようとする

ので、そのような場面の画質が他の場面に比べて低下します。VBRはそれを緩和するため、そ

のような場面では圧縮結果のデータ量が平均より多くなるようにし、その代わりに他の場面

でのデータ量を平均より少なくすることで、トータルのデータ量を増やさずに、各場面の画質

をできるだけ均一に保つように考えられた方式です。

そのためにVBRの場合は、ビットレート(目標とする平均のビットレート)と、最大ビットレー

ト(データ量が多くなった部分でも、これを越えない上限値)の2つを設定できるようになっ

ています。
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GOPパターン(IBBP、I Frame)

ビデオ映像は、多くの場合、時間の経過と共に画像が少しずつ変化していきます。

MPEGではそのことを利用し、前後の画像内によく似た部分があれば、その情報を使用するこ

とで、全てのデータをそのまま記録しないで済むように考えられています。従って、それまで

の画像がなければ、次の画像を構成することができません。

ただ、何フレームかに1枚の割合で、前後の画像の情報がなくても、独立して画像が再現でき

る画像が含まれています。これを Iピクチャと呼びます。

これに対し、時間的に前の画像の情報を利用して少ないデータから再現できるように記録さ

れている画像をPピクチャと呼びます。

また、時間的に前の画像と、時間的に後の画像の両方の情報を利用して、さらに少ないデータ

から再現できるように記録された画像もあり、これをBピクチャと呼びます。

IBBPを選択すると、上記のしくみを利用して、データ量を少なくしつつ、画質を保つようにし

ます。通常MPEGは、この方式で記録されてます。

通常は、IBBPを選択してください。

ただし、IBBPは、前後の画像の情報を使用するため、圧縮データの途中で切り離して他の部分

のデータに接続することができないので、記録した画像の編集には向きません。

I frameは、全てのフレームをIピクチャとして記録します(I frame only)ので、編集が容易

にできます。I frame only のMPEGファイルを編集できるソフトウェアをご使用になる場合

は、I frameを選択してください。

ただし、I frameは、同程度の画質を維持するためにはIBBPに比べてデータ量を大きくするこ

とが必要になります。

最大ビットレートはMP@MLの規定上、１５Mbpsが上限ですので、データ量を大きくして高い画

質を得ようとしても、できないことがあります。
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各設定項目について
APPENDIX

GOPオプション

・GOP完結
これはMPEGの規格として定められた用語ではありませんが、DVDのVOBUと呼ばれる構造に

似た考え方を当社で取り入れたものです。

プログラムストリームでは、ビデオやオーディオのデータはパケット化されています。それ

をパックと呼びます(一般的には複数のパケットの集まりにヘッダを付けたものがパック

ですが、MTV3000Wの出力データでは、1パックには1パケットだけが入ります)。MTV3000Wの

場合、１パックの長さは、Video CDを指定した場合を除いて2048byte固定です。一方、ビデ

オのデータ量はフレームごとに変動します。従って、無作為にビデオデータをパケットに分

割すると、GOPの境界と、パックの境界が必ずしも整合しません。そこで、GOPの境界と、パッ

クの境界を意識的に整合させることにより、データの処理を行いやすくするモードが、GOP

完結モードです。ただし、効率の点では少しですが、非完結モードの方が高くなります。

通常の使用の場合には、GOP完結のチェックマークは付けないで使用してください。

エンコードしたMPEGファイルを使用し、何らかの処理を行う場合には、完結モードに

チェックを付けて使用すると処理を行い易くなります。

この選択によって、プログラムストリームのデータの構造が次のように変わります。

(1) GOP完結モード(チェックマーク付き)

１つのGOP分のビデオデータおよびそれに付随するオーディオデータを格納するパックの

集まりを、１完結単位と呼びます。

1完結単位の中では、1つのGOPが完結しており、他のGOPのデ－タは入りません。パックの

途中でその単位に入るべきデータが完了した場合は、パックの残りの部分にはパディン

グデータ(データサイズを調整する目的で入れられる情報を持たないデータ)が入れられ

ます。

各完結単位の最初のパックには、システムヘッダが付けられます。

(2) 非完結モード(チェックマークなし)

完結単位のような区切りは意識せず、パックの途中でGOPが終了した場合でも、次のGOPの

データがそのパックの残りの部分に続けて入ります。

システムヘッダは、全体のなかで最初のパックにのみ付けられます。
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・Closed GOP

Iピクチャ以外の各ピクチャは、時間的に前後のピクチャの内容も利用して圧縮を行いま

す(GOPパターンの項参照)。従って、編集のために、圧縮データを途中で切り離して他の部

分のデータに接続することができません。この事は、GOPの境界部分についても同じです。

GOPの先頭はIピクチャですが、その後のPピクチャとの間にあるBピクチャは、通常はその

GOPの一つ前の最終のPピクチャを参照します。

Closed GOPにチェックすると、そのような場合、Bピクチャは前方に対する参照を行わな

いようになります。すなわち、GOP内で情報が完結することになり、GOPの境界でデータを切

り離しても、原理上、映像の再現は可能になります。ただし、圧縮効率は低下します。

通常は、チェックマークを外してご使用してください。

Closed GOP構造のMPEGファイルをGOP単位で編集ができるようなソフトウェアをご使用

になる場合に使用してください。

画像サイズ

ビデオをエンコードする際の１画面を構成するピクセル数です。大きいほど解像度が高くな

りますが、データ量は大きくなります。

720×480は、フルサイズです。

704×480は、民生用プレイヤーで使用されているサイズです。

352×480は、一般にHalf-D1と呼ばれているピクセルサイズです。

352×240は、一般にSIFと呼ばれているピクセルサイズです。MPEG1を選択した場合には、この

サイズ以外は選択できません。

スタンダード(NTSC、PAL)

NTSC ：日本、北米などで使用されているテレビジョン方式です。

PAL ：ヨーロッパ・中国などで使用されているテレビジョン方式です。

MTV3000Wは、NTSCのみ使用できます。
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各設定項目について
APPENDIX

アスペクト比(16：9、4：3)

現在ビデオ画像のアスペクト比には、４：３または１６：９が使用されています。

どちらのビデオを入力するかを設定してください。

ここでの１６：９のビデオとは、TVに表示した時に、下図のように表示されるビデオ信号のこ

とを指します(２つの円は、真円を撮影したものを表しています)。

４：３のTVに次のように表示されるビデオは、１６：９の映像を４：３TV用に変換したもので

すので、このようなビデオはビデオ全体としてはあくまで４：３です。

アスペクト比の設定にかかわらず、エンコードされる１ラインあたりのピクセル数は変わり

ません。あくまで７２０ドットです。エンコード時の動作の違いは、作られるMPEGストリーム

内のヘッダーに、１６：９の情報が入るか、４：３の情報が入るかだけです。
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■オーディオタブ
「マニュアル設定」画面のオーディオタブの各項目の詳細内容について説明します。

サンプリングレート

オーディオ信号の標本化周波数を指定します。32KHz(32000Hz)、44.1kHz(44100Hz)、48kHz

(48000Hz)から選択できます。44.1kHzはオーデオCDやVideo CDで採用されている値、48kHz

はDVDで採用されている値です。

ビデオがMPEG1の場合には44.1kHz、ビデオがMPEG２の場合には48kHzのオーディオと組み合

わせるのが適切です。

32kHzは、特にデータ量を少なくしたい場合に選択してください。

オーディオビットレート

オーディオをMPEGオーディオ規格で圧縮する場合(次項参照)の、圧縮後のデータ量を1秒あ

たりのビット量で指定します。

音質とデータ量の兼ね合いから、通常192、224、256のいずれかを選択してください。

オーディオタブは、オプション設定ウィンドウのHW-MPEG設定タブ(ソフトウェ

アエンコードの場合ではSW-MPEG設定タブ)の画質欄でマニュアル設定を選択

した場合にのみ設定できます。
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各設定項目について
APPENDIX

形式

・Layer 2

MPEGオーディオのレイヤ２規格に基づ

いて、オーディオ信号を圧縮します。

チャネル構成については、次項の「チャ

ネル」で指定します。

・PCM Stereo

非圧縮のリニアPCMデータを２チャネ

ル記録します。ビデオをエレメンタリ

ストリームとして記録する場合にのみ

選択できます。ビデオデータとは別に

WAVEファイルを作成します。

・PCM Mono

非圧縮のリニアPCMデータを１チャネ

ル記録します。ビデオをエレメンタリ

ストリームとして記録する場合にのみ

選択できます。ビデオデータとは別に

WAVEファイルを作成します。Lチャネル

の入力端子に入力された信号だけが記

録されます。

チャネル

・ステレオ

LチャネルとRチャネルの信号にある

程度の相関がある場合に、効率のよい

オーディオエンコードを行います。音

楽などのステレオ信号をエンコードす

る場合にご使用ください。

通常の音楽などの信号は、Lチャネル

とRチャネルの信号が、かなり似てい

ます。その場合には、各チャネルを独立

してエンコードするのではなく、似

通った部分があるという性質を活用し

てエンコードした方が、より高品質の

圧縮が可能です。この設定では、そのよ

うな圧縮を行います。

・ジョイントステレオ

LチャネルとRチャネルの信号の相関

がより強い場合に使用します。

・デュアル

LチャネルとRチャネルの信号に相関

がほとんどない場合に使用します。各

チャネルに全く別の音を記録する場合

などにご使用ください。

・モノラル

1チャネルだけのオーディオ信号を記

録します。Lチャネルの入力端子に入

力された信号だけが記録されます。
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プロテクション

チェックマークを付けると、オーディオデータにエラーチェックコードが付加されます。

オリジナル、コピーライト

チェックマークを付けると、作成されるオーディオデータのヘッダー部にその情報が、記録さ

れます。

・オリジナル

このデータがコピーされたものでな

く、オリジナルデータであることを示

します。

これらの設定は、データ内に上記の情報が記録されるだけで、エンコード動作に影響は与えま

せん。創作されたオーディオ信号をエンコードする場合以外は、オリジナルにチェックマーク

を付けないでください。

・コピーライト

このデータに、著作権があることを示

します。

HW-MPEG選択時の「プロテクション」「オリジナル」「コピーライト」の項目は、

SW-MPEG選択時に「品質」という設定項目におき替ります。
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MTV3000Wの高画質へのこだわり
APPENDIX

MTV3000Wの高画質へのこだわり

Triple 3D Video processor 搭載

【３つの３Ｄ処理で更なる高画質の世界へ】

ビデオの世界における第３の軸、それは時間軸です。ビデオ画像は高さと幅の情報をもった２

次元の静止画像が時間とともに変化します。

今まで多くの画像処理においては左右方向の１次元や、上下左右の情報を使用した２次元で

行われてきましたがMTV3000Wでは、第３の軸である時間方向の変化をデジタル処理すること

によって、更なる高画質を提供します。

■デジタル３次元ＹＣ分離

ＴＶチューナーから出力される信号はコンポジット信号と言って、ひとつの信号に明るさの

信号(Ｙ)と色の信号(Ｃ)が混合された状態になっています。

コンポジット信号をパソコンで扱うＲＧＢのデータに変換するためには、まずこのＹとＣの

データを分離する必要があります。この分離方法には３つの方式があります。

・１次元ＹＣ分離

ドットの左右方向(＝周波数特性)の関連を利用してＹＣを分離する方法です。

アナログ回路での再現が楽なので旧式のＴＶで多く使用されていました。

(最近ではデジタル化したものもあります)

若干解像度が低いのがデメリットとなりますが、色ノイズが出ることはありません。

・２次元ＹＣ分離

ドットの上下の関連を利用してＹＣを分離する方法です。一般的にはくし型フィルタと呼

ばれています。１ラインのメモリが必要になります。かつてＴＶセットではガラス遅延素子

を使用してアナログ的に処理を行ってきましたが、現在はデジタルの１ラインメモリが使

用されます。ドットの上下の関連性が低い場合(黒バックに白の斜め線等)に色ノイズが発

生しますが、解像度を高くできるため、最近では多く採用されている方式です

・３次元ＹＣ分離

同じ位置に表示されているドットの時間関係からＹＣを分離する方法で、現在考えられる

手法ではもっとも高画質の処理です。時間軸の相関関係の強い静止部分は時間軸で、時間軸

の相関関係の低い動画部分は上下の関係(２次元)を利用して処理を行います。デジタルの

フレームバッファと動きの検出機構が必須となります。

MTV3000Wでは、テレビ放送のゴーストを軽減させ、テレビ視聴を快適にするとともに、映

像の圧縮効率を向上させる[10Tapゴーストリデューサー]と高機能フロントエンドシグ

ナルプロセッサ「Triple 3D Video processor」を2系統搭載しています。これにより2

画面表示モードでテレビ視聴と録画を高画質で同時にお楽しみいただけます。

さらに1画面表示モードでは「Triple 3D Video processor」のデジタル3次元YC分離

とデジタル3次元ノイズリダクションの同時使用を可能とし、さらなる高画質を実現しま

した。
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■デジタル３次元デジタルノイズリダクション

従来のノイズリダクションは１次元または２次元の方向で、画像全体の周波数特性を落とす

(ぼやっとさせる)方向でノイズの除去を行っていたため、ノイズのない部分にも影響が出て

しまうという問題がありました。MTV3000Wで採用した３Ｄデジタルノイズリダクションでは、

ノイズの特性(時間軸の関連性が低い)からノイズを検出してノイズ除去を行うため、画像へ

の影響は最小限に抑えられています。またMPEG圧縮には大敵であるノイズを低減することに

より、圧縮率の向上にも貢献します。

　※構造上すべてのノイズに対応できるわけではございません。

■デジタル３Ｄフレームシンクロナイザ

MPEGエンコードチップは、その特性上、ノイズなどによって乱れた同期信号が入力されると、

場合によっては継続した処理ができなくなってしまうという問題がありました。

これを解決するために１画面分のメモリをバッファとして使用することで、入力信号の同期

信号が乱れても、MPEGエンコードチップには常に安定した同期信号を供給し、処理の中断の

可能性を低く抑えています。

　※外部信号への同期機能(外部同期入力)はございません。

　※デジタル3Dフレームシンクロナイザは、常にONの状態になっています。

【更なる高画質デジタル処理】

■デジタルラインタイムベースコレクタ

横方向の揺らぎ(ジッター)の強い画像を検出し強力に補正。古いビデオライブラリのキャプ

チャーにも威力を発揮します。

　※信号の品質によっては補正できない場合もございます。

　※デジタルラインタイムベースコレクタは常にONの状態になっています。

■デジタルＡＧＣ(Auto Gain Control)

設定が非常に難しかった入力ビデオレベルの調整をデジタルで完全自動化。

同期信号を基準にするために、画像内容の影響は全く受けません。

アナログのビデオ信号を余すところ無くデジタルに変換します。

　※デジタルAGCは、常にONの状態になっています。

■10Ｔａｐデジタルゴーストリデューサー

ＴＶ信号に含まれるゴースト検出信号の遅延と減衰を検出し10個の回路に設定をすること

で、ゴーストを軽減し、見やすい画面を提供します。

　※ゴースト除去用の信号が正常に受信できないような地域では効果が無い場合があります。

　※10個以上のゴーストに関しては原理的に軽減できません。

　※最初にゴースト軽減機能が働くまで1～2秒、収束までには1分程度かかります。
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ハードウェア仕様
APPENDIX

ハードウェア仕様ハードウェア仕様ハードウェア仕様ハードウェア仕様ハードウェア仕様

MTVハードウェア仕様

　MTV3000Wの仕様

ビデオビデオビデオビデオビデオ

入力部入力部入力部入力部入力部

オーディオオーディオオーディオオーディオオーディオ

入出力部入出力部入出力部入出力部入出力部

MPEGMPEGMPEGMPEGMPEG

エンコーエンコーエンコーエンコーエンコー

ド部ド部ド部ド部ド部

ＮＴＳＣＮＴＳＣＮＴＳＣＮＴＳＣＮＴＳＣ ((((( 日本地域対応日本地域対応日本地域対応日本地域対応日本地域対応 )))))

音 声 多 重 ／ ス テ レ オ 放 送 対 応音 声 多 重 ／ ス テ レ オ 放 送 対 応音 声 多 重 ／ ス テ レ オ 放 送 対 応音 声 多 重 ／ ス テ レ オ 放 送 対 応音 声 多 重 ／ ス テ レ オ 放 送 対 応

受 信 可 能 チ ャ ン ネ ル受 信 可 能 チ ャ ン ネ ル受 信 可 能 チ ャ ン ネ ル受 信 可 能 チ ャ ン ネ ル受 信 可 能 チ ャ ン ネ ル

T VT VT VT VT V 受信部受信部受信部受信部受信部 　　　　　　　　　　V H FV H FV H FV H FV H F ：：：：：11111 ～～～～～1 21 21 21 21 2

　　　　　　　　　　U H FU H FU H FU H FU H F ：：：：：1 31 31 31 31 3 ～～～～～6 26 26 26 26 2

　　　　　　　　　　C A T VC A T VC A T VC A T VC A T V ：：：：：C 1 3C 1 3C 1 3C 1 3C 1 3 ～～～～～C 3 5C 3 5C 3 5C 3 5C 3 5

　　　　　　　　　　 ※専用の受信機が必要となる※専用の受信機が必要となる※専用の受信機が必要となる※専用の受信機が必要となる※専用の受信機が必要となるC A T VC A T VC A T VC A T VC A T V は受信できません。は受信できません。は受信できません。は受信できません。は受信できません。

ビデオ入力信号ビデオ入力信号ビデオ入力信号ビデオ入力信号ビデオ入力信号 NTSCNTSCNTSCNTSCNTSC

ビデオ入力端子ビデオ入力端子ビデオ入力端子ビデオ入力端子ビデオ入力端子 77777 ピンミニピンミニピンミニピンミニピンミニD I ND I ND I ND I ND I N コネクタｘコネクタｘコネクタｘコネクタｘコネクタｘ11111

入力映像調整入力映像調整入力映像調整入力映像調整入力映像調整 色 あ い 、 色 の 濃 さ を 調 整 可 能色 あ い 、 色 の 濃 さ を 調 整 可 能色 あ い 、 色 の 濃 さ を 調 整 可 能色 あ い 、 色 の 濃 さ を 調 整 可 能色 あ い 、 色 の 濃 さ を 調 整 可 能

オーバーレイオーバーレイオーバーレイオーバーレイオーバーレイ T VT VT VT VT V 受信映像、ビデオ入力映像、再生映像を受信映像、ビデオ入力映像、再生映像を受信映像、ビデオ入力映像、再生映像を受信映像、ビデオ入力映像、再生映像を受信映像、ビデオ入力映像、再生映像をP CP CP CP CP C 画面にオー画面にオー画面にオー画面にオー画面にオー

表示表示表示表示表示 バーレイ表示可能バーレイ表示可能バーレイ表示可能バーレイ表示可能バーレイ表示可能 ((((( ビデオ信号出力機能はありませんビデオ信号出力機能はありませんビデオ信号出力機能はありませんビデオ信号出力機能はありませんビデオ信号出力機能はありません )))))

オーバーレイオーバーレイオーバーレイオーバーレイオーバーレイ
明 る さ 、 コ ン ト ラ ス ト 、 色 の 濃 さ を 調 整 可 能明 る さ 、 コ ン ト ラ ス ト 、 色 の 濃 さ を 調 整 可 能明 る さ 、 コ ン ト ラ ス ト 、 色 の 濃 さ を 調 整 可 能明 る さ 、 コ ン ト ラ ス ト 、 色 の 濃 さ を 調 整 可 能明 る さ 、 コ ン ト ラ ス ト 、 色 の 濃 さ を 調 整 可 能

映像調整映像調整映像調整映像調整映像調整

オ ー デ ィ オオ ー デ ィ オオ ー デ ィ オオ ー デ ィ オオ ー デ ィ オ
3 . 53 . 53 . 53 . 53 . 5 φステレオミニジャックφステレオミニジャックφステレオミニジャックφステレオミニジャックφステレオミニジャック

入 力入 力入 力入 力入 力
入力インピーダンス　入力インピーダンス　入力インピーダンス　入力インピーダンス　入力インピーダンス　2 2 k2 2 k2 2 k2 2 k2 2 k ΩΩΩΩΩ( t y p )( t y p )( t y p )( t y p )( t y p )

フルスケール入力レベル　フルスケール入力レベル　フルスケール入力レベル　フルスケール入力レベル　フルスケール入力レベル　2 V r m s2 V r m s2 V r m s2 V r m s2 V r m s

3 . 53 . 53 . 53 . 53 . 5 φステレオミニジャックまたはサウンドカード内部接φステレオミニジャックまたはサウンドカード内部接φステレオミニジャックまたはサウンドカード内部接φステレオミニジャックまたはサウンドカード内部接φステレオミニジャックまたはサウンドカード内部接

オ ー デ ィ オオ ー デ ィ オオ ー デ ィ オオ ー デ ィ オオ ー デ ィ オ 続用コネクタ続用コネクタ続用コネクタ続用コネクタ続用コネクタ ((((( 付属のオーディオケーブルを使用付属のオーディオケーブルを使用付属のオーディオケーブルを使用付属のオーディオケーブルを使用付属のオーディオケーブルを使用 )))))

出 力出 力出 力出 力出 力 適合負荷インピーダンス　適合負荷インピーダンス　適合負荷インピーダンス　適合負荷インピーダンス　適合負荷インピーダンス　1 0 k1 0 k1 0 k1 0 k1 0 k Ω以上Ω以上Ω以上Ω以上Ω以上

フルスケール出力レベル　フルスケール出力レベル　フルスケール出力レベル　フルスケール出力レベル　フルスケール出力レベル　2 V r m s2 V r m s2 V r m s2 V r m s2 V r m s

サ ン プ リ ン グ 周 波 数サ ン プ リ ン グ 周 波 数サ ン プ リ ン グ 周 波 数サ ン プ リ ン グ 周 波 数サ ン プ リ ン グ 周 波 数 32kHz32kHz32kHz32kHz32kHz、、、、、44.1kHz44 .1kHz44 .1kHz44 .1kHz44 .1kHz、、、、、48kHz48kHz48kHz48kHz48kHz

デ ー タ 幅デ ー タ 幅デ ー タ 幅デ ー タ 幅デ ー タ 幅 1 61 61 61 61 6 ビットビットビットビットビット

ビ デ オ 圧 縮ビ デ オ 圧 縮ビ デ オ 圧 縮ビ デ オ 圧 縮ビ デ オ 圧 縮
ISO/IEC 13818-2(MPEG2)ISO/IEC 13818-2(MPEG2)ISO/IEC 13818-2(MPEG2)ISO/IEC 13818-2(MPEG2)ISO/IEC 13818-2(MPEG2)

ISO/IEC 11172-2(MPEG1)ISO/IEC 11172-2(MPEG1)ISO/IEC 11172-2(MPEG1)ISO/IEC 11172-2(MPEG1)ISO/IEC 11172-2(MPEG1)

MPEG2MPEG2MPEG2MPEG2MPEG2時のプロ時のプロ時のプロ時のプロ時のプロ
MP@MLMP@MLMP@MLMP@MLMP@ML、、、、、MP@LLMP@LLMP@LLMP@LLMP@LL、、、、、SP@MLSP@MLSP@MLSP@MLSP@ML

ファイルレベルファイルレベルファイルレベルファイルレベルファイルレベル

ビデオ画素数ビデオ画素数ビデオ画素数ビデオ画素数ビデオ画素数 720720720720720ｘｘｘｘｘ480(Standard)480(Standard)480(Standard)480(Standard)480(Standard)、、、、、352352352352352ｘｘｘｘｘ480(Half)480(Half)480(Half)480(Half)480(Half)、、、、、352352352352352ｘｘｘｘｘ240(SIF)240(SIF)240(SIF)240(SIF)240(SIF)

ビデオビットビデオビットビデオビットビデオビットビデオビット
MPEG2  Standard  4MMPEG2  Standard  4MMPEG2  Standard  4MMPEG2  Standard  4MMPEG2  Standard  4M～～～～～15M15M15M15M15Mビットビットビットビットビット/////秒秒秒秒秒

レートレートレートレートレート
MPEG2  Half  D1/SIF  2MMPEG2  Half  D1/SIF  2MMPEG2  Half  D1/SIF  2MMPEG2  Half  D1/SIF  2MMPEG2  Half  D1/SIF  2M～～～～～8M8M8M8M8Mビットビットビットビットビット/////秒秒秒秒秒

MPEG1  S IF  1MMPEG1  S IF  1MMPEG1  S IF  1MMPEG1  S IF  1MMPEG1  S IF  1M～～～～～1.8M1.8M1.8M1.8M1.8Mビットビットビットビットビット/////秒秒秒秒秒

G O PG O PG O PG O PG O P 構成構成構成構成構成
IBBPIBBPIBBPIBBPIBBP

I frame onlyI frame onlyI frame onlyI frame onlyI frame only
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オ ー デ ィ オオ ー デ ィ オオ ー デ ィ オオ ー デ ィ オオ ー デ ィ オ
ISO/ I EC  11172 - 3  L a y e rI SO/ I EC  11172 - 3  L a y e rI SO/ I EC  11172 - 3  L a y e rI SO/ I EC  11172 - 3  L a y e rI SO/ I EC  11172 - 3  L a y e r 22222(((((ソフトウェアによるリアルタイソフトウェアによるリアルタイソフトウェアによるリアルタイソフトウェアによるリアルタイソフトウェアによるリアルタイ

圧 縮圧 縮圧 縮圧 縮圧 縮
ム 圧 縮ム 圧 縮ム 圧 縮ム 圧 縮ム 圧 縮 )))))

圧縮なし圧縮なし圧縮なし圧縮なし圧縮なし((((( リニアリニアリニアリニアリニアP C MP C MP C MP C MP C M によるによるによるによるによるW A V EW A V EW A V EW A V EW A V E ファイルを作成ファイルを作成ファイルを作成ファイルを作成ファイルを作成)))))

オーディオオーディオオーディオオーディオオーディオ
128k128k128k128k128k、、、、、160k160k160k160k160k、、、、、192k192k192k192k192k、、、、、224k224k224k224k224k、、、、、256k256k256k256k256k、、、、、320k320k320k320k320k、、、、、384k 384k 384k 384k 384k ビットビットビットビットビット/////秒秒秒秒秒

ビットレートビットレートビットレートビットレートビットレート

ISO/ I EC  13818 -1  MPEG2  I SO/ I EC  13818 -1  MPEG2  I SO/ I EC  13818 -1  MPEG2  I SO/ I EC  13818 -1  MPEG2  I SO/ I EC  13818 -1  MPEG2  プログラムストリームプログラムストリームプログラムストリームプログラムストリームプログラムストリーム(((((音声が音声が音声が音声が音声が

リニアリニアリニアリニアリニアP C MP C MP C MP C MP C M の場合は多重化できませんの場合は多重化できませんの場合は多重化できませんの場合は多重化できませんの場合は多重化できません)))))

多 重 化多 重 化多 重 化多 重 化多 重 化 ISO/ I EC  11172 -1  MPEG1  I SO/ I EC  11172 -1  MPEG1  I SO/ I EC  11172 -1  MPEG1  I SO/ I EC  11172 -1  MPEG1  I SO/ I EC  11172 -1  MPEG1  システムストリームシステムストリームシステムストリームシステムストリームシステムストリーム(((((音声がリ音声がリ音声がリ音声がリ音声がリ

ニアニアニアニアニアP C MP C MP C MP C MP C M の場合は多重化できませんの場合は多重化できませんの場合は多重化できませんの場合は多重化できませんの場合は多重化できません)))))

多重化なし多重化なし多重化なし多重化なし多重化なし ((((( ビデオ、オーディオの各ファイルを作成ビデオ、オーディオの各ファイルを作成ビデオ、オーディオの各ファイルを作成ビデオ、オーディオの各ファイルを作成ビデオ、オーディオの各ファイルを作成 )))))

+5V  2.2A+5V  2.2A+5V  2.2A+5V  2.2A+5V  2.2A

消費電流消費電流消費電流消費電流消費電流((((( 最大最大最大最大最大))))) +12V  300mA+12V  300mA+12V  300mA+12V  300mA+12V  300mA

-12V   7 0mA- 12V   7 0mA- 12V   7 0mA- 12V   7 0mA- 12V   7 0mA 　　　　　　　　　　[[[[[ 外部電源コネクタ外部電源コネクタ外部電源コネクタ外部電源コネクタ外部電源コネクタ]]]]] ＋＋＋＋＋12V12V12V12V12V 　　　　　600mA600mA600mA600mA600mA

使 用 温 度 範 囲使 用 温 度 範 囲使 用 温 度 範 囲使 用 温 度 範 囲使 用 温 度 範 囲 55555 ～～～～～4 54 54 54 54 5 ℃℃℃℃℃

割 り 込 み割 り 込 み割 り 込 み割 り 込 み割 り 込 み IRQIRQIRQI RQI RQををををを11111つつつつつ

メ モ リ 空 間メ モ リ 空 間メ モ リ 空 間メ モ リ 空 間メ モ リ 空 間 5 1 25 1 25 1 25 1 25 1 2 バイト分の領域バイト分の領域バイト分の領域バイト分の領域バイト分の領域

ボ ー ド サ イ ズボ ー ド サ イ ズボ ー ド サ イ ズボ ー ド サ イ ズボ ー ド サ イ ズ
183mm  183mm  183mm  183mm  183mm  ｘｘｘｘｘ 107mm 107mm 107mm 107mm 107mm 　　　　　突起物を除く突起物を除く突起物を除く突起物を除く突起物を除く

((((( 電源コネクタ接続のため、さらに電源コネクタ接続のため、さらに電源コネクタ接続のため、さらに電源コネクタ接続のため、さらに電源コネクタ接続のため、さらに3 0 m m3 0 m m3 0 m m3 0 m m3 0 m m 程度のスペースが必要です程度のスペースが必要です程度のスペースが必要です程度のスペースが必要です程度のスペースが必要です)))))

MPEGMPEGMPEGMPEGMPEG

エンコーエンコーエンコーエンコーエンコー

ド部ド部ド部ド部ド部

使 用使 用使 用使 用使 用

資源資源資源資源資源
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ハードウェア仕様
APPENDIX

■エラーコード一覧表
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